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は じ め に

平成１９年４月に始まりました特別支援教育の制度は、４年目に入り、着実に浸透して

している状況にあります。本県では、今年度、第６次福島県総合教育計画の施策の中で、

「地域で共に学び、共に生きる教育」を基本理念に、地域の支援体制の整備や幼稚園等、

小・中・高等学校において、特別支援教育の充実が提言されました。また、特別支援学校

においては、これまで培われた特別支援教育の専門性の質的向上と地域でのセンター的役

割を果たすことがこれまで以上に求められるようになりました。

このことにより、これまで以上に特別支援教育への取り組みが推進されることとなり、

特別支援学校のセンター的機能や関係機関との連携や構築等により、地域の実情に応じた

支援が整備されてきております。各学校等においてはコーディネーターを中心に校内の支

援体制が構築され、個別の教育支援計画等の作成率が高まってきました。また、共に学ぶ

授業づくりや学級経営のあり方についての取り組みが少しずつ広がってきております。

本センターでは、スーパーバイズ機能を生かし、基本理念の実現を目指し、関係機関と

、 、の連携を図りながら教育相談や研修事業を始め 本県の施策構築に向けた研究及び調査等

各種事業を展開してまいりました。

プロジェクト研究では 「早期からの子どものニーズに応じた子育てをめざして （２、 」

年次）を三春町の保育所の協力をいただき、発達支援や相談支援内容等を具体化し、効果

的な早期支援をするために、地域ができる支援や連携のあり方等を追求しました。また、

「一人一人の子どもの学びの実際をもとにした指導の充実をめざして （２年次）を田村」

市の小学校の協力をいただき 通常の学級における授業改善の取り組みに焦点を当てて わ、 「

かる授業」のための「授業研究会モデル」を活用し、支援を必要とする子どもだけではな

くどの子どもにも分かりやすい授業のあり方を追求してきました。

これらの研究は、早期支援のあり方や就学に向けた支援等、地域で一貫した支援体制を

整備する上で、また、一斉授業の中での指導のあり方や授業づくりをすすめる上で、参考

になるものと考えております。

調査研究では、県内の全市町村の公立・私立保育所・幼稚園を対象に「幼稚園等にお

ける特別支援教育の現状と課題についての調査」と「特別支援学校における自閉症教育並

びに重度・重複教育の現状に関する調査」を実施しました。調査結果により、特別支援教

育の現状や課題を明らかにするとともに、次年度の実践研究や研修講座等に反映させるこ

ととしました。

これらの研究等の成果が各学校等における教育実践の一助となれば幸いです。また、本

センターの研究を更に深めるために、皆様から忌憚のないご意見御指導をお寄せください

ますよう御願い申し上げます。

おわりに、プロジェクト研究に御協力をくださいました三春町並びに田村市の関係者の

皆様、調査研究に御協力くださいました県内の保育所・幼稚園、特別支援学校の関係者の

皆様に心より感謝申し上げます。

福島県養護教育センター所長 円谷 美智子



目目目目        次次次次    

 

                 

はじめにはじめにはじめにはじめに                                            福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育センターセンターセンターセンター所長所長所長所長    円谷円谷円谷円谷    美智子美智子美智子美智子                

 

 

 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト研究研究研究研究    

    

    

ⅠⅠⅠⅠ    一人一人一人一人一人一人一人一人のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに応応応応じたじたじたじた一貫一貫一貫一貫したしたしたした指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援をををを目指目指目指目指してしてしてして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１１    

        ～～～～早期早期早期早期からのニーズにからのニーズにからのニーズにからのニーズに応応応応じたじたじたじた子育子育子育子育てをてをてをてを目指目指目指目指してしてしてして（（（（第第第第２２２２年次年次年次年次））））～～～～    

    

ⅡⅡⅡⅡ    一人一人一人一人一人一人一人一人のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに応応応応じたじたじたじた一貫一貫一貫一貫したしたしたした指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援をををを目指目指目指目指してしてしてして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４１４１４１４    

        ～～～～一人一人一人一人一人一人一人一人のののの「「「「子子子子どものどものどものどもの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際」」」」をもとにしたをもとにしたをもとにしたをもとにした指導指導指導指導のののの充実充実充実充実をををを目指目指目指目指してしてしてして～～～～    

                                                                                                                （（（（第第第第２２２２年次年次年次年次））））        

    

    

    

調調調調    査査査査    研研研研    究究究究    

    

    

ⅠⅠⅠⅠ    幼稚園等幼稚園等幼稚園等幼稚園等におけるにおけるにおけるにおける特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題にににに関関関関するするするする調査調査調査調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６２６２６２６    

    

ⅡⅡⅡⅡ    特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校におけるにおけるにおけるにおける教育教育教育教育のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題にににに関関関関するするするする調査調査調査調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０３０３０３０    

    

        １１１１    重度重度重度重度・・・・重複障重複障重複障重複障がいがいがいがい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１３１３１３１    

    

        ２２２２    自閉症自閉症自閉症自閉症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４３４３４３４    

    

    

    

おわりにおわりにおわりにおわりに                                福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育センターセンターセンターセンター企画企画企画企画事業部長事業部長事業部長事業部長    斎藤斎藤斎藤斎藤    秀美秀美秀美秀美    

        



1 

 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト研究研究研究研究ⅠⅠⅠⅠ     

 

 

 

 

ⅠⅠⅠⅠ    研究研究研究研究のののの趣旨趣旨趣旨趣旨     

 平成 15 年に｢今後の特別支援教育の在り方

（最終報告）｣が示され、平成 17 年には発達障

害者支援法が施行された。福島県では平成 21

年に学校教育審議会答申が出された。新しい特

別支援教育への転換が示され、障がいの有無に

かかわらず一人一人の子どものニーズに応じ

た対応を各関係機関が連携して取り組む必要

がますます明らかとなった。  

乳幼児健診等における早期発見の研究が進

められ、発達障がいについても発達早期に診断

されることが可能となってきた。幼稚園や保育

所、認定こども園（以下、幼稚園等と記す。）

等の現場においては子どもへの気づきが高ま

り、特別な支援が必要と思われる幼児の数が増

加している。これらの気づきを受けて、保護者

の相談支援、子どもに対する発達支援をするこ

とが今求められる早期支援である。さらに幼児

期の成長と保護者の理解を効果的に小学校へ

つなげることも関係者から望まれている。  

県内の幼稚園等は、様々な支援を要する幼児

を受け入れ、できることを熱心に取り組んでい

る。昨年度の研究において、発達支援と相談支

援に関連があることがわかった。一方、個に応

じた支援と集団活動とのバランスや、保護者と

子どものとらえ方を共有することが難しいと

いう課題が明らかとなった。  

必要とされる支援は、教育に関することに限

らず、子育て支援、家庭支援、就労支援などと

密接に関連し、各分野が連携しなければ成立し

ない。具体的な内容や連携は、まだ見えづらく

各地域が苦慮しているところである。  

そこで、まず発達支援や相談支援内容を具体

的にし、地域ができる支援や連携の在り方につ

いて考えることとした。  

 

 

 

 

 

ⅡⅡⅡⅡ    研究研究研究研究のののの構想構想構想構想     

１１１１    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容     

    早期支援として必要とされるのは、子どもの

発達を支える発達支援、保護者の子育てを支え

る相談支援、就学に関する就学移行支援の 3 点

と考える。これらは、相互に関連している。昨

年度に研究から、幼稚園等での支援が充実する

ことが、これらの支援充実に大きく関与してい

ることがわかった。また、幼稚園等での支援を

充実させ、効果的な早期の支援をするために地

域の体制整備が必要とされる。（図１）  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

（（（（１１１１））））子子子子どものどものどものどもの発達支援発達支援発達支援発達支援     

 幼稚園等における実践を通し、個に応じた支

援の進め方について具体的にしていく。  

また、幼稚園等では個に応じた対応をするほ

どに集団保育での対応とのバランスに困難を

感じるということが見られた。個に応じた支援

と集団活動の関係についても考えることとす

る。  

（（（（２２２２））））保護者保護者保護者保護者のののの相談支援相談支援相談支援相談支援     

保護者との相談充実には、発達支援の充実が

関連している。発達支援を明らかにし、発達支

援と関連させた保護者との相談の進め方を考

一人一人一人一人一人一人一人一人のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに応応応応じたじたじたじた一貫一貫一貫一貫したしたしたした指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援をををを目指目指目指目指してしてしてして    

～～～～早期早期早期早期からのニーズにからのニーズにからのニーズにからのニーズに応応応応じたじたじたじた子育子育子育子育てをてをてをてを目指目指目指目指してしてしてして（（（（第第第第２２２２年次年次年次年次）～）～）～）～    

就学移行就学移行就学移行就学移行期期期期のののの実践実践実践実践：：：：個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの活用活用活用活用とととと活動活動活動活動のののの単元単元単元単元づくりをづくりをづくりをづくりを通通通通してしてしてして     

図１：早期支援の在り方  

子どもの発達支援  

幼稚園・保育所の支援充実  

地域の特別支援教育支援体制  

 

  

就学移行支援  
保護者の  

相談支援  
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えたい。  

（（（（３３３３））））個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの活用活用活用活用     

    発達支援や相談支援を効果的に進め、一貫し

た支援とすることは「個別の支援計画」の活用

である。一人一人の子どもに必要な支援を明ら

かにしていく過程そのものが、｢個別の支援計

画｣の作成であり活用である。  

（（（（４４４４））））就学移行支援就学移行支援就学移行支援就学移行支援     

 前記の内容が就学移行支援と関連する。前記

を明らかにすることで、就学移行支援の内容を

整理する。  

（（（（５５５５））））地域体制地域体制地域体制地域体制のののの在在在在りりりり方方方方     

    「個別の支援計画」の活用を含め早期支援を

行うシステムが地域体制である。支援の内容を

明らかにし、システムについても具体的に考え

る。  

※｢個別の支援計画｣：幼稚園や小中学校等にお

いては｢個別の教育支援計画｣といわれる。本稿

においては、乳幼児期の保健や保育所での取り

組みを中心とするため「個別の支援計画」と示

す。  

 

２２２２    研究研究研究研究のののの方法方法方法方法     

幼稚園等における発達支援の充実を中心に、

相談支援や就学移行支援の研究を行い、支援体

制の整備を考える。  

幼稚園等では、園内ケース会を中心として個

に応じた支援の検討を行い、支援の実際場面と

して集団保育場面の検討をする。これにより、

個に応じた支援の実際が見えてくると考える。 

これをベースに、発達支援の充実を保護者と

共有する相談支援と、就学後も継続させる就学

移行支援を考える。これを進めるためには、幼

稚園等での取り組みだけでなく、地域全体での

連携が欠かせない。地域体制の在り方をあわせ

て考えていく。  

これらの研究は、福島県三春町の保育所にお

ける実践をモデルに進めた。三春町では、早期

の支援を充実させ全ての子どもがスムーズに

就学を迎えられるよう、5 歳児健診を実施しそ

の後のフォローを丁寧に行っている。  

 

 

ⅢⅢⅢⅢ    子子子子どものどものどものどもの発達支援発達支援発達支援発達支援のののの充実充実充実充実     

１１１１    個個個個にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援のののの進進進進めめめめ方方方方     

（（（（１１１１））））    子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解     

    一人一人に応じた支援をするためには、子ど

もを理解することがスタートだと考える。支援

者が「子どもの理解」を合意・共通理解し、正

しい「子どもの理解」に近づくことが、個に応

じた支援に結びつくのではないかと考える。  

 まずは、子どもがどんな状況でどんな行動を

しているかを知ることである。日頃気になる行

動について、『事実』を整理することがポイン

トとなる。その時の状況、前後関係、周囲との

やりとり等、実際起きたことについて、事実は

どうであったかの視点であらためて整理する

ことは有意義である。  

 次に、なぜ上記の事実が生じるのか、背景や

要因として考えられることを推測する。目に見

える行動だけでなく、子どもはどのようなこと

を考えたのかを推測することが非常に重要で

ある。  

これらを考える中で、子ども本人の思いが表

れてくる。本来子どもは、新しいことへの興味

関心・意欲にあふれている。子ども本人の思い、

興味関心や意欲はどんな状態か、やりたい気持

ちが高いのか、不安や心配が大きいのかなどの

本人の思いを大切に考えたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図２：総合的な子どもの理解  

事実  

（気になる姿） 

推測した背景  

（気になる姿） 

子どもの思い  

総合的な子どもの姿  
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この 3点を整理することで子どもを総合的に

捉えることができると考えた。（図２）  

（（（（２２２２））））    支援策支援策支援策支援策のののの検討検討検討検討     

子どもを理解することで、子どもの課題や特

徴、本人の意欲等は明らかとなる。つまり、自

ずと対応や支援策を考えることは容易になる。

支援を考えるにあたって大事なのは、実際に支

援をし、その結果を振り返ることである。支援

が適切であったか、効果的であったかは、支援

をしてみた結果で判断していくことになる。  

（（（（３３３３））））    個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの活用活用活用活用     

    子どもの理解や支援策は、「考えて、実際に

支援をして、振り返る」ことが重要であり、そ

のためのツールが「個別の支援計画」であると

とらえた。  

 つまり「個別の支援計画」を作成し活用する

中で、子どもの理解と支援内容や方法が次第に

明らかとなっていくことになる。支援が明らか

になることで、一貫した継続支援が可能となる

のだろう。（図 3）  

これらの経過を累積していくツールとして

「個別の支援計画」を作成していく。当然、振

り返って加筆・訂正ができるように整えること

が大切になる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（４４４４））））    発達支援発達支援発達支援発達支援におけるにおけるにおけるにおける集団集団集団集団でのでのでのでの活動活動活動活動のののの意義意義意義意義     

 個に応じた支援は、どのように行われるとよ

いのか。ここで、子どもの発達における集団の

意味を考えたい。  

子どもたちは、集団の中で友達とのかかわり

を深め、自分を表現したり、相手を受け入れた

り、自分を調整したりする経験を重ねる。また

周囲の刺激を受けて模倣や工夫をしていくこ

とでできることを発展させていく。その中で友

達と自分が違うことや同じことに気づいてい

く。言葉の発達、相手の気持ちの理解、友達同

士でのルールの共有、自己コントロールなどは、

友達とかかわる中で育まれていく力である。  

このような社会性の獲得は、４・５歳児の発

達段階において著しく、集団活動の中で気にな

る行動を示す子どもたちが表れてくることに

なる。  

そこで集団性を大切にした一人一人の発達

に応じた支援が必要となる。集団の中で育つ視

点を忘れてはならない。つまり、個に応じた支

援とは、個を取り出した個別対応には限らない。 

（（（（５５５５））））    発達支援発達支援発達支援発達支援のののの方法方法方法方法     

 集団の中で育つ力を支えるためには、集団の

中で支援することが重要である。  

集団の中で、友達と同じ活動をしながら個に

応じた支援を受けることができる。これを「集

団の中での個別の配慮」とする。  

また、集団活動そのものを構成する子どもた

ちの興味関心に応じたり、子どもたちの特性に

応じた工夫や配慮をしたりすることも考えら

れる。これを「集団全体への活動支援」とする。  

当然、個に応じた支援を「個別対応」でする

ことが必要なことも考えられ、支援の方法を図

4 のように整理する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

２２２２    三春町三春町三春町三春町 AAAA 保育所保育所保育所保育所におけるにおけるにおけるにおける実践実践実践実践     

    個に応じた支援の実際について、保育実践を

通して取り組んだ。保育所内でのケース会と町

個 別 対 応  

集団の中での個別の配慮  

集団全体への活動支援  

個に応じた支援の方法  

図 4：個に応じた支援の方法  

個別の支援計画の作成・活用  

理解と支援内容・方法が

確実になる  

一貫した継続支援  

図３：個別の支援計画の活用  
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内幼稚園保育所合同研修会での保育場面の検

討を実施し、あわせて個別の支援計画の作成と

活用を目指した。  

（（（（１１１１））））    個個個個にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援をををを考考考考えるえるえるえる     

①①①①    対象対象対象対象クラスのクラスのクラスのクラスの様子様子様子様子     

 昨年度 5歳児健診を受診した 5歳児クラスで

ある。早期に診断を受けていた幼児が３名在籍

し、支援員の配置がある。５歳児健診の結果を

受け、さらに３名の幼児に支援が必要とされた。

担任は、いずれも健診前より気になる幼児とし

て配慮してきた。  

 

②②②②    子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解のののの実際実際実際実際     

〈〈〈〈当初当初当初当初のののの様子様子様子様子〉〉〉〉  

 幼児 B。診断はない。4 歳時入所。多動傾向

があり、入所式では式中にとびだす。興味の有

無により活動参加の差が激しい。話し言葉は活

発で大人びた言い回しをする。難しい言葉を使

うが、つじつまが合わなかったり指示が伝わら

なかったりする。  

〈〈〈〈当初当初当初当初のかかわりのかかわりのかかわりのかかわり〉〉〉〉     

    友達とのかかわりで思い通りにならないと、

泣いたり怒ったりすることが多く、保育士が間

に入って状況を整理し、やり取りの経緯や友達

の思いを伝え、本児がどうすればよいかを伝え

るようにした。しかし、「だって、ぼくは・・・。」

という主張が強くなり、主張が通らないと次第

にパニックとなって保育士の話は全く聞けな

くなってしまった。  

 

 

    

    

    

    

    

    

〈〈〈〈子子子子どもどもどもども理解理解理解理解のののの過程過程過程過程〉〉〉〉     

 保育所内でケース会を行い、事実、背景、子

どもの思いについて意見を出し合った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 話し合いの中では、上記の内容以上に多くの

話が出された。その中で、特に保育士が気にな

る点について、事実、背景、子どもの思いを関

連させて考え、その結果「総合的な子どもの姿」

として次のようにとらえた。  

 

 

 

 

 

 

 ここから考えられた支援策は次のとおりで

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 毎日の保育の中で、このような支援を心がけ

た。集団保育の中で、担任一人では対応の難し

いこともあり支援員の協力により助けられた。

半年ほどのかかわりの中で、子どもの様子に次  

のような変化が見られた。  

 

 

 

 

 

 

 気づき    子ども同士でのトラブルが多い。 

 

状況整理、やりとりの経緯、友達の思

い、本児の行動調整を伝える  

 「だって、ぼくは○○思った。△△したか

った。」と強く主張し、保育士の話が聞けない。  

 

事実：友達とのかかわりで思い通りにな 

  らないと、泣いたり怒ったりする。 

背景：本児の発想が独特で、周囲と意見 

が一致しづらい。  

子どもの思い：自分のことを受け入れて 

ほしい。話を聞いてほしい  

総合的な子どもの姿  

伝えたい思いがたくさんあり、周囲の人

に聞いてほしい。しかし、独特な発想が

多く、相手に分かってもらえないことに

イライラする。  

B 君の支援策（第 1 次）  

○本児の気持ちを受け止め、本児の話

をしっかりと聞く。興奮していると

きにはタイムアウトする。  

○今やることや周囲の状況を理解して

取り組めるようにする。  

  タイムアウトの後には、こだわってい

たことを忘れていることが多い。時間はか

かるが、保育士が話を聞いていると興奮が

落ち着き、思い通りにならない場面でも騒

ぐことなく受け入れられることが増えた。 
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    このような変容を受け、保育者自身が抱えて

いた困難さが少し緩和されてきた。B 君の行動

にはまだ戸惑いを感じるものの、B 君の特性を

面白いと思い、B 君本来のかわいらしさを感じ

られるようになった。保育者の子どものとらえ

方が大きく変わってきた。  

 B 君は落ち着いてはきたが、集団の中で周囲

の状況と本人の思いのずれに気づかないこと

や自分の思いを押し通すことがある。依然支援

は必要であり、次の支援を考えた。  

 

    

    

    

    

    

（（（（２２２２））））    個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの作成作成作成作成・・・・活用活用活用活用     

 子どもとかかわり、ケース会で話し合い、支

援をしてみて、その様子を振り返る。これらを

通して B 君のことがわかるようになってきた。

この経過を「個別の支援計画」に記入すること

とした。  

①①①①    個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの作成作成作成作成     

 話し合いと支援により明らかになったこと

を表せるように、図 5 の様式に「子どもの姿」

「願う姿」「必要とする支援」「子どもの特徴」

について記入した。  

 左上には作成日と見直し日を記入する欄を

設けた。子どもの成長や支援者のとらえ方の変

化があった時には、その都度加除訂正するよう

にした。  

    子どもの理解の過程で示したように、特に気

になる部分について、対象児の中心的課題と考

えられる部分についての内容が主となる。しか

し好きなことや得意なこと、嫌いなことや苦手

なこと、その他の情報も子どもとかかわってい

く中では大変有効である。それらは、「子ども

の特徴」の中に整理した。  

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（（（（３３３３））））支援場面支援場面支援場面支援場面のののの実際実際実際実際     

①①①①    保育場面設定保育場面設定保育場面設定保育場面設定でででで大切大切大切大切にしていることにしていることにしていることにしていること     

 個に応じた支援についても、子どもたちみん

なが一緒に活動している中で進めているよう

にしている。特別な支援にかかわらず、全ての

子どもが自分で分かって活動できることを大

切にしている。子どもたちにとってわかること

は楽しいことであり、楽しいと感じることで、

子どもたち自身が次を考える場面となるよう

設定している。  

②②②②    集団保育場面集団保育場面集団保育場面集団保育場面のののの検討検討検討検討     

    幼稚園・保育所合同研修を実施し、図６の保

育場面についてビデオを用いて協議した。  

タイミング良く明確にルールの提示をしたり、

子どもたちの動きやボールの使い方のパター

ン化や変化の仕方を工夫したりした。  

 子どもたちにとってわかりやすく、自分で考

えながら活動できるために工夫されている点

について協議を行った。そこで整理された支援

のポイントは図７のとおりである。これらはク

ラスの子どもたちにあわせて集団全体へ行っ

た支援である。  

 

B 君の支援策（第２次）  

○本児の気持ちを受け止めつつ、その時

のテーマから外れない程度に切り上

げる。葛藤の場面を丁寧に見守る。  

子どもの姿  

願う姿  

必要とする支援  

子どもの特徴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
の
姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

願
う
姿 

 

 

 

 

 

必
要
と
考
え
る
援
助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
の
特
徴 

好きなこと・得意なこと 嫌いなこと・苦手なこと その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作成日     年  月  日 

見直し     年  月  日 

        年  月  日 

幼児名 
個 別 の 支 援 計 画 

作成者名 

 

図５：個別の支援計画  

子どもの姿  

願う姿  

必要とする支援  

子どもの特徴  
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③③③③    集団保育集団保育集団保育集団保育のののの中中中中でのでのでのでの個個個個にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援     

    ａａａａ    集団全体集団全体集団全体集団全体へのへのへのへの活動支援活動支援活動支援活動支援     

    図 7 に示した、「ルールの提示」「繰り返しと

変化」「本活動以外との関連性」は、「今やるこ

とや周囲の状況を理解して取り組めるように

する」支援を必要とする B 君（図８）にとって

も大変有効な手立てである。集団全体への活動

支援でありつつ、B 君に応じた個に応じた支援

でもある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｂｂｂｂ    集団集団集団集団のののの中中中中でのでのでのでの個別個別個別個別のののの配慮配慮配慮配慮     

 活動の中で、保育士の話を聞く間ボールを持

っているのはだれか、周囲を回る活動について

グループ内にまだやっていない友達がいるこ

とに気づかない等、B 君の特性と関連してトラ

ブルになりそうな場面があった。そこで、ルー

ルの提示や周囲の状況を知らせることが必要

であると判断し、クラス全員と B 個人にその場

で話をした。これは B 君に応じた支援内容（図

８）であり、集団の中での個別の配慮だと言え

る。これにより、B 君は納得して落ち着いて最

後まで活動に参加することができた。  

同時に、ここで行ったルールと周囲の状況提

示は、他の子どもたちにとってもトラブルを解

決できる手立てともなっていた。  

ｃｃｃｃ    個別対応個別対応個別対応個別対応     

    以前であれば、これだけの支援で B 君は納得

できず、「ぼくは、もっとこうしたい。」という

思いをじっくりと聞く必要があった。この時は、

支援員の協力を得て個別に対応する必要があ  

    

    

    

    

    

    

    

    

図７：集団全体への活動支援の実際  

モデル  

ルールの提示  

繰り返しと変化  

活動の起伏  

視覚教材  

本活動以外  

との関連性  

活動の順番  

グルーピング  

達成感  

集団全体への活動支援  

「ボールを使った遊び」での  

B 君の支援策（第 1 次）  

○本児の気持ちを受け止め、本児の話

をしっかりと聞く。興奮していると

きにはタイムアウトする。  

○今やることや周囲の状況を理解して

取り組めるようにする。  

図８：B 君に必要な支援  

ボールを使った遊び  

お遊戯室に集合  

3 人組を作る  

3 人組でボール遊びをする  

・フラフープのゲームでゲームでゲームでゲームで 3333 人組人組人組人組を作る  

・3 人の体で 10101010 秒秒秒秒ずつずつずつずつボールを押さえる。  

・腹→頭→背中→尻の順で 3333 回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返すすすす。  

・1 回目は見本見本見本見本を見せながら、3 回目は次の活

動を予測予測予測予測させながら行う。  

・座って転がしあい、立ってパスを 10 回ずつ

行う。  

図６：集団活動の構成  

 

・落落落落ちちちち着着着着いいいいたたたた様子を確認してから、一人一人一人一人ずつずつずつずつ

呼んで一言言葉をかけて保育室へ戻る指示

をする。  

歌に合わせて転がり、その後少し休む  

最後にボールを持った人が、ボールを持

って走る  

・基本のルールルールルールルールを最初に伝えるが、3 人の中で

話話話話しししし合合合合ってってってって進めているときには見守る。  

 
個 別 対 応  

集団の中での個別の配慮  

子どもの成長  

図 9：個に応じた支援の方法の変化  
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った。  

半年ほどのかかわりの中で、周囲の状況を伝

えられれば行動を切り替えることが可能にな

ってきた。B 君が成長し、支援の方法が個別対

応から集団の中での個別の配慮へ変化してき

たといえる。（図９）  

    

３３３３    実践実践実践実践からからからから明明明明らかになったことらかになったことらかになったことらかになったこと     

（（（（１１１１））））支援支援支援支援のののの中核中核中核中核となるとなるとなるとなる子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解     

 子どもとかかわり、困難さを感じ、ケース会

で話し合い、支援をしてみて、その様子を振り

返る。これらを通して子どものことを理解でき

るようになってきた。子どもを理解し、支援策

を考え、やってみて、振り返る、これらの繰り

返しにより、さらに適切な支援ができるように

なり、同時に子どもの理解が深まってくる。  

 個に応じた支援の中核となるのは子どもを

理解することである。そして、子どもの理解の

過程は、実際のかかわりと切り離すことはでき

ないことが分かった。（図 10）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは障がいの有無にかかわらず子どもを

理解し支援するとき、全ての子どもに共通であ

る。子どもを理解すること、実態把握をするこ

とは、情報を断片的に扱うだけではなく本人の

思いを含めて総合的に捉えることだと考える。

本研究では、子どもの思いを推測すること、子

どもの思いも含めて理解していくことに取り

組んだ。子ども自身はどうしようとしているの

か、どんな思いでいるのか等、本人の意欲や思

いをも支えることで効果的な支援になったの

ではないかと考える。  

当然子どもを理解することは容易なことで

はない。まずはできるところから、考えられる

ところから支援をスタートする。そして支援の

結果を活かして子どもの理解へとつなげるこ

とが大切である。まだわからない部分がある、

違う見方があるかもしれないという思いで子

どもとかかわることが重要である。こうして支

援と振り返りを繰り返していくことが、理解を

深めることになる。  

（（（（２２２２））））個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの意義意義意義意義     

 子ども理解を個別の支援計画に表すことで、

一人一人に応じたオーダーメイドの支援を有

効に進めることができる。振り返って見直すこ

とが重要で、それをより効果的に行うツールと

して、個別の支援計画を活用したい。  

 このように｢個別の支援計画｣を基に支援は

深化・連携・継続されていくのではないだろう

か。｢子どもの思い｣を含めて子どもを理解する

ことは、成長に伴った変化を理解し支援を継続

するためにも重要であろう。成長するのは本人

であり、本人の成長を支えるための支援なので

ある。  

（（（（３３３３））））発達支援発達支援発達支援発達支援のののの構造構造構造構造     

 個に応じた支援の方法を図 4のように整理し

た。実践の中では、「個別対応」の必要のあっ

た B 君が、支援の結果「集団の中での個別の配

慮」でできる集団参加が増えたという確認がで

きた。「個別対応」が必要だった状態を図 11 の

Ⓐ、その後の状態をⒷと考える。  

 Ⓐ、Ⓑともに「集団全体への活動支援」は重

要である。実践報告での図７のような支援がさ

れると、集団を構成する子どもたちすべてが、

わかりやすく活動を楽しめるようになる。それ

でも、その時の子どもの状況や活動の内容によ

っては参加が難しい。その時には「集団の中で

図 10：子どもの理解の過程  

子どもの姿の  

事実  

子どもの思い  

支援策の検討  

支援の振り返り  

背景や要因の  

推測  

子どもの理解  

や
っ
て
み
て
振
り
返
る
繰
り
返
し 
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の個への配慮」や「個別対応」が必要になって

くる。 

 そこで発達支援の方法について、「集団全体

への活動支援」をベースとした図 11 のような

構造であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 個に応じた支援とは、個別対応で支援するだ

けではない。集団での育ちや社会性の発達を視

野に入れ、子どもにとって今必要な支援を明ら

かにし、そのために適切な個に応じた支援の在

り方を探ることが重要である。  

 さらに個別の支援計画において、図４に示す

「個別対応」「集団の中での個別の配慮」「集団

全体への活動支援」すべての支援内容が含まれ

ることが大切である。特に就学移行を考えたと

きに、「個別対応」以外の支援が継続される意

義が大きい。貴重な情報として、個別の支援計

画をツールとして引き継がれていくことを期

待したい。  

  

    

ⅣⅣⅣⅣ    地域地域地域地域のののの支援体制支援体制支援体制支援体制のののの在在在在りりりり方方方方     

１１１１    保護者保護者保護者保護者のののの相談支援相談支援相談支援相談支援のののの進進進進めめめめ方方方方     

（（（（１１１１））））相談支援相談支援相談支援相談支援でのでのでのでの難難難難しさしさしさしさ     

支援の必要があっても、保護者が子どもたち

の発達の状態を理解し受容することは、容易で

はない。特に、発達障がいや診断には結びつか

ないケースでは、集団場面において気になる姿

が表面化して見えることが多く、家庭での様子

との相違から保護者の理解を難しくしている。    

 三春町 5 歳児健診前後での面談においても、

幼稚園等が提示する子どもの姿は、保護者には

受け入れがたいことが少なくなかった。そこで

は話題とする子どもの姿そのものが、両者の間

で一致していないということがあるように思

われる。  

（（（（２２２２））））保護者保護者保護者保護者とまずとまずとまずとまず共有共有共有共有したいしたいしたいしたいことことことこと     

様々な相談場面において困難が生じるとき、

保護者と支援者が語る子どもの姿やその状況

が合致していないことはないだろうか。保護者

がとらえる子どもの姿と、支援者がとらえる子

どもの姿を共有することが相談支援のスター

トではないかと考えた。  

 そこで三春町において、保健師と図 12 の相

談シートを考えた。子どもがどのような場面や

状況でどんな行動をするかを具体的に表して

いくことを目的とする。支援者と保護者が子ど

ものとらえ方を一緒に整理し、考えていくため

のツールである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③③③    保護者保護者保護者保護者のののの子子子子どもどもどもども理解理解理解理解     

 保護者の願いが子どもの成長であることは

いうまでもない。子どもの成長をとおして、保

図 11：発達支援の構造  

集団全体への活動支援  

集団の中での個への配慮  

個別対応  

B A 

 

 

 

 

 

 

 

 できること・得意なこと  気になること・苦手なこと  

生
活 

食事・排泄・着替え・身の回りの整理・生活時間などについて  

 

 

 

 

 

 

 

遊
び 

興味関心の対象・友達との遊び・うんどう遊び・せいさく遊びなどについて  

 

 

 

 

 

 

 

か
か
わ
り 

友達や大人との関係・集団活動への参加・ルールの理解・感情の起伏やコントロールなどについて  

 

 

 

 

 

 

 

こ
と
ば 

ことばや指示の理解・自分の気持ちや要求の表現・会話の様子などについて  

 

 

 

 

 

 

 

 

保
護
者
の
願
い 

 

 

        シ ー ト 
幼児名  

作成者名  

作成日     年    月    日  

見直し     年    月    日  

        年    月    日  

 

図 12：相談シート  

相 談  

保護者の願い  

できること・得意なこと  

気になること・苦手なこと  
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護者は子どもの理解を深めていく。支援を要す

る子どもたちの成長の様子は、一人一人違って

いて同じではない。  

一人一人に応じた必要な支援と成長を繰り返

し確認することで、子どもを理解するとともに、

ありのままを受容し前向きに対応していこう

と思えるようになる。  

 

２２２２    就学就学就学就学へへへへ向向向向けたけたけたけた支援支援支援支援にににに求求求求められることめられることめられることめられること     

（（（（１１１１））））早期支援早期支援早期支援早期支援のののの充実充実充実充実とととと就学移行就学移行就学移行就学移行     

    支援を要する子どもたちに気づき、個々に応

じた発達支援を充実させ、子どもの発達を基盤

とした保護者相談を進めることが、就学へ向け

た支援につながってくる。（図 13）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    就学後も必要な個に応じた支援が継続され

ることが重要である。そのために、早期に子ど

もの姿を理解し必要な支援を明らかにするこ

とは、小学校においても支援を継続する効果的

な情報となる。  

    また保護者が早期に子どもを理解し必要な

支援を把握することは、就学先の決定へ向けた

就学相談に強く関連している。我が子に必要な

就学に関する情報を収集し、必要な支援を考え

合わせて就学先を相談していくことを可能に

する。保護者と支援者が合意して就学先を決定

していく手続きは、大変重要である。  

（（（（２２２２））））就学移行支援就学移行支援就学移行支援就学移行支援のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ     

 三春町においては、5 歳児健診を保護者とと

もに子どもの姿に気づき、共有する機会として

いる。幼稚園等は「個に応じた支援」と「保護

者の相談」を行い、保健師も子育て相談から継

続した「保護者の相談」に応じている。「就学

相談」は教育委員会が担う。また、「支援の継

続」ができるよう幼稚園等・小学校・中学校の  

特別支援教育コーディネーターと保健師、教育  

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

特別支援担当者会  

入学後の支援  

支援を要する子どもの把握  

支援の継続  就学相談  

就学移行就学移行就学移行就学移行のののの支援支援支援支援     

図 13：就学へ向けた支援  

個に応じた支援  保護者の相談  

中学校への移行支援  

・校内委員会において支援を要する児

童の支援経過の共有、「個別の教育支

援計画」等の評価  

・状態に応じた支援  

・小中連携連絡会における情報共有  

・「個別の教育支援計画」等に基づ

く引き継ぎ  

図 14：Ｃ小学校における就学移行支援の流れ  

特別支援教育担当者会  

就学時健康診断  

入学前の支援  

・支援を要する児童の情報共有  

・本校職員への情報提供・共通理解  

・要支援児への視覚支援・母子同伴等  

・全児童の行動観察  

・要支援、特性を有する児童について

吟味検査、教育相談  

・幼稚園等の訪問参観  

・学級編制に伴う情報提供  

・保護者や児童の学校見学等  

・「個別の教育支援計画」等の引き継

ぎや作成  

・学習環境の整備  

5 歳児健診  

特別支援教育担当者会  

・幼稚園・保育所、小学校、保健師、

教育委員会による支援を要する児童

の引き継ぎ  

入学後の支援  
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委員会で組織される特別支援教育担当者会で

情報交換がされている。  

就学移行においては、保健、幼稚園等、小学

校、教育委員会などが様々な機関が関わること

が欠かせず、そのためには地域が連携して取り

組むことを整備していかなければならない。  

（（（（３３３３））））小学校小学校小学校小学校におけるにおけるにおけるにおける実践実践実践実践例例例例     

    地域としての取り組みを基盤とし、小学校で

の取り組みに期待されることは大きい。  

 三春町Ｃ小学校は、通級指導教室が設置され

地域の特別支援教育の中核となっている。子ど

もたちの就学に関連した図 14 に示す支援を行

っている。     

 

３３３３    個別個別個別個別のののの支援支援支援支援ファイルのファイルのファイルのファイルの活用活用活用活用     

（（（（１１１１））））個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画     

    子どもの理解と支援内容・方法を確実にし、

一貫した支援ができるように「個別の支援計

画」を活用したい。幼稚園等・小中学校等、ラ

イフステージにより必要な内容に変化が出て

くることは十分に考えられる。  

 特に就学や進学などライフステージの節目

において、「個別の支援計画」が地域で共有さ

れることが有効である。  

（（（（２２２２））））情報情報情報情報のののの共有共有共有共有        

 乳幼児期からの子どもの発育・発達の過程は、

支援を要する子どもを理解し支援するために、

貴重な情報となることがある。  

 その過程における保護者の思いや相談の経

緯は、相談支援や就学相談を進めていくことに

大きく関わる。  

 そこで、発育・発達・相談等の記録を累積し

ていくことが、継続支援のために重要である。 

 

４４４４    地域地域地域地域のののの支援体制支援体制支援体制支援体制をつくるをつくるをつくるをつくる     

（（（（１１１１））））地域地域地域地域のリソースをのリソースをのリソースをのリソースを活活活活かすかすかすかす     

 地域の支援体制は、地域に応じて整えていく

ことに難しさがあるだろう。子どものライフス

テージにより必要な支援は変化するが、今回は

就学移行期を中心に考えた。保健・福祉・教育

の連携は必須であるが、具体的にどのような機

関が何をするのかを各地域の仕組みに応じて

整えていかなければならない。  

 そこで、地域にあるリソースを十分に活用す

ることは大切である。例えば、現在設置数が増

えつつある通級指導教室は、今後地域の支援の

中核となっていくことが期待される。地域によ

っては、特別支援学校や小学校がその役割を担

うことも考えられる。自立支援協議会を中心と

して地域の体制整備を行う福祉分野では、相談

支援員の育成・配置や療育サービスの強化等を

進めている。  

これらが地域のシステムとして、子どもの理

解に基づいた支援を連携して行えることが、体

制づくりである。  

（（（（２２２２））））地域地域地域地域にににに期待期待期待期待されるされるされるされる支援支援支援支援     

    障がいのあるなしにかかわらず、全ての子ど

もの育ちを支えることは、地域がシステムとし

て機能することである。  

 実践報告のケースのように、診断はないけれ

ども個に応じた支援が有効である子どもたち

がいる。早期から子どもの理解を共有し支援を

することは、就学前、小学校はもちろん青年期

の成長の大きな助けとなる。就学前の段階では、

保護者と子どもの理解を一致させられない場

合は少なくない。しかし、子ども理解に向けた

就学前からの相談支援の継続は、成長に伴う子

どもの変化への対応に結びつく。  

 早期から青年期まで継続した支援が重要で

あり、そのためにも地域がシステムとして機能

することが不可欠である。  

（（（（３３３３））））地域地域地域地域のののの対応対応対応対応とととと専門機関専門機関専門機関専門機関とのとのとのとの連携連携連携連携     

    個に応じた支援については、全て地域で対応

することが難しいことがある。専門機関での療

育やアドバイス、医療機関の子どもの見方など

は、専門機関が担う役割といえる。大切なのは、

専門機関との連携であり、基盤は地域の対応だ

と考える。  

 子どものライフステージや就学先にかかわ
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らず継続して必要なのが地域の対応であり、必

要な内容や時期に応じて専門機関の対応が追

加され連携する。（図 15）そこで、基盤となる

地域対応が基礎対応と位置づけることができ

る。  

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

ⅦⅦⅦⅦ    まとめまとめまとめまとめ     

１１１１    子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解     

 個に応じた支援のスタートであり、ベースと

なるのは子どもの理解である。それは客観的な

事実の整理とともに事実に基づいた推測が大

切である。事実と推測を収集し、推測を確認す

るために実際の支援と振り返りを繰り返すこ

とが必要となる。そこで、身近にかかわる存在

だからこそ子どもを理解することが可能にな

る。  

 また、支援の中心にいるのは子どもである。

本人中心の支援となるためにも、子ども本人の

思いや意欲を含めて理解をしていくことが重

要である。  

 

２２２２    社会性社会性社会性社会性にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる育育育育ちをちをちをちを支支支支えるえるえるえる     

 子どもの発達過程から考えて、集団活動の意

味は大きい。その中でこそ育まれる力があるこ

とを考えて支援をしなければならない。  

 自己理解やソーシャルスキルの獲得へ向け

て、幼児期からの取り組みは欠かせない。就学

前に幼稚園等の集団のなかで、個に応じた支援

を受ける意義は高いと思われる。そのためにも

個に応じた支援と集団活動の関連を考慮しつ

つ支援をすることが大切である。  

 

３３３３    個別個別個別個別のののの支援計画支援計画支援計画支援計画のののの活用活用活用活用     

子どもの理解を深め、支援を明らかにし、そ

れを連携して進める。そのためのツールが「個

別の支援計画」である。  

子どもの理解を深めるために、実際にやって

みて振り返ることが重要であることを述べた。

実践のなかで、振り返りを効果的に行うことは

容易ではない。「個別の支援計画」を使うこと

で、効果的な支援の振り返り、子どもの理解に

結びつくことを期待できる。  

 

４４４４    子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解をををを共有共有共有共有するするするする保護者相談保護者相談保護者相談保護者相談     

子どもを支援していくために、保護者と協働

していくことは不可欠である。しかし、支援者

の気づきを保護者に伝えることは容易ではな

い。  

そこでは、保護者の障がい受容には多くの段

階があり葛藤があることを十分に配慮しなけ

ればならない。まず、しなければならないこと

は、支援者と保護者が子どもの姿を共有するこ

とであると考えた。  

保護者が家庭での様子を中心としてとらえ

ている子どもの姿と支援者が集団での様子を

中心としてとらえている子どもの姿には当然

違いが考えられる。まずはそれぞれがとらえて

いる子どもの姿や状況をお互いに知ることが

必要である。この過程で、保護者と支援者が子

どものとらえ方についてともに考えていくこ

とになる。  

また、子どもに必要な支援と成長について、

繰り返し確認していくことが、保護者の子ども

理解の助けとなる。  

 

５５５５    子子子子どものどものどものどもの理解理解理解理解をををを基盤基盤基盤基盤としたとしたとしたとした支援支援支援支援     

子どもを理解し、支援策を考え、やってみて、

振り返りを繰り返すことで、適切な支援ができ

 

地域地域地域地域でのでのでのでの基礎対応基礎対応基礎対応基礎対応     

専門機関専門機関専門機関専門機関のののの連携連携連携連携     

図 15：基礎対応と連携  
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るようになる。同時に子どもの理解が深まって

いく。子どもの理解と実際の支援は切り離すこ

とはできない。  

保護者が、子どもを理解し受け入れるために

は、子どもに必要な支援と子どもの成長を繰り

返し確認するなかで、保護者の理解が進み就学

先についてもじっくりと考えることができる

ようになる。「発達支援」と「相談支援」そし

て「就学移行支援」は密接に関連している。そ  

の中心となるのは、子どもの理解だといえる。

（図 16）  

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

６６６６    継続継続継続継続するするするする就学相談就学相談就学相談就学相談     

早期の支援を充実させ、子どもの理解を基盤

として就学相談を進める。これにより保護者が

納得して就学先を決定することができる。しか

し、就学段階では保護者と子どもの理解を一致

させられなかったり、就学以降子どもが大きく

変化したりすることがある。  

この場合にも、就学前に子どもの理解をベー

スにして個に応じた支援を行い、就学後もその

支援を継続することが大変重要になる。保護者

に対しても、早期から相談支援を行い子どもの

理解を進めておくことの意味が非常に大きい。 

青年期へ向けて、子どもが成長し、大きく変

化してくることがある。その時、適切な支援、

保護者の受け止め、就学先の変更などについて

対応することが求められる。就学相談は、就学

先の決定までではない。子どもの成長に応じ発

達を支えるためにも、早期からの支援をベース

に支援を継続することが期待されている。（図

17）  

 

 

  

 

 

７７７７    地域地域地域地域でででで行行行行うううう基礎対応基礎対応基礎対応基礎対応     

 個に応じた支援や継続した就学相談は、地域

の対応が基盤である。当然、個に応じた支援に

は地域内ですべてを行うことが難しい場合も

あり、専門機関との連携も必要とされる。  

 基礎対応のシステムは、地域の状況や地域の

子どもたちに対応できるために整備されるこ

とがのぞまれる。そのためには、各地域におけ

る実際のケースを検討していくことで、関係者

が自分たちの地域の課題を共通理解すること

がベースになるとも考えられる。地域として、

地域の課題に応じ、地域のリソースを生かして

総合的にすすめていくことが今必要とされて

いる基礎対応である。これらが、障がいのある

なしにかかわらず子どもの理解を共有して支

援をすることが期待される。  

 

 子どもの理解に基づいた支援の連携は、就学

前に限らず、全てのライフステージにおいて同

様である。障がいのあるなしにかかわらず全て

の子どもたちが、自分たちを受け入れてもらっ

ているという実感を持てるように支える地域

システムがのぞまれる。  

 

 

図 17：継続する就学相談  

子どもの理解  

発達支援  相談支援  

就学移行支援  

図 16：個に応じた支援  
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プロジェクト研究Ⅱ  

            一人一人一人一人一人一人一人一人のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに応応応応じたじたじたじた一貫一貫一貫一貫したしたしたした指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援をををを目指目指目指目指してしてしてして    

～～～～一人一人一人一人一人一人一人一人のののの子子子子どものどものどものどもの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際をもとにしたをもとにしたをもとにしたをもとにした指導指導指導指導のののの充実充実充実充実をををを目指目指目指目指してしてしてして～～～～    

    

ⅠⅠⅠⅠ    研究研究研究研究のののの趣旨趣旨趣旨趣旨    

        １１１１    特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの今日的課題今日的課題今日的課題今日的課題からからからから    

平成１９年度の改正学校教育法（８１条）以来、

小・中学校等においては、児童生徒が在籍する学級

を問わず、教育上特別の支援を必要とする子どもに

対して、障がいによる学習上または生活上の困難を

克服するための教育を行うことが規定されている。

つまり、集団にいる特別な支援を要する児童生徒の

教育はもとより、障がいの有無に関わらず、一人一

人の教育的ニーズに応じた適切な支援をしていくこ

とが一層求められてきた。しかし、「特別な支援を必

要する」という言葉について、現場では様々なとら

え方や誤解がある。例えば、発達障がいの診断名が

つくと、個別に取り出した指導を重視して、集団と

分けた支援や特別支援学級の入級を勧められる等の

状況が見られる。そのために教員、支援員の人手を

増やしてほしいという要請も増えてきている。この

ことは、「特別支援教育は『特別』とついているので、

発達障がいの児童生徒も特別な子であり、通常の学

級の担任が対応するのではなく、特別支援学級や通

級による指導の担当者が中心に行うべきであるとい

う教員の意識も強い。』（藤井・斎藤 2010）などの

指摘とも一致する。 

もちろん、子どもの障がいの程度によっては、個

別の対応が優先される場合はあるが、従来通常の学

級で実践されてきた、個に応じた指導を、さらに丁

寧に「子ども理解と対応」という視点から見直すこ

とで、集団の中だからこそできる支援はたくさんあ

ると考える。本研究では、通常の学級における授業

改善の取り組みに焦点をあて、特別な支援を要する

子どもたちに接する教員だけでなく、すべての教員

が特別支援教育を理解し、教育活動の中心である「学

級づくり」や「授業づくり」の指導力を高めること

をねらいとする。この取り組みを通して、様々な子 

         （（（（第第第第２２２２年次年次年次年次））））    

どもの発達課題の内、「特に支援を要する児童」だけ

ではなく、他の児童生徒の課題としても共通してい

ることがあったり、子ども同士の力を活用すること

が相互の成長につながるという教師の「気づき」を

もたらす実践研究でありたい。そういった教師の「気

づき」を日々の授業の中で育てていき、教師自身の

授業改善をもたらすことは、どの子どもの成長にと

って役立つものになると考える。 

２２２２    「「「「授業研究会授業研究会授業研究会授業研究会モデルモデルモデルモデル」」」」をををを活用活用活用活用したしたしたした授業改善授業改善授業改善授業改善のののの

取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 授業改善の中核は子どもにとって「わかる授業」

づくりである。昨年度、当センターでは、Ｆ小学校

において継続的に校内研究支援に携わり、そのコン

サルテーションの取り組みを通して、「わかる授業」

のための「授業研究会モデル」試案を、佐藤(2009)

の手法を参考にし、F 小学校での実践を通して作成

した。 

「わかる授業」のための「授業研究会モデル」 試案
福島県養護教育センター

研究仮説研究仮説研究仮説研究仮説

本時で身につけさせたい力が明確で、子どもの「とらえにくさ」を考慮した支援策を

授業設計に取り入れることにより、どの子どもにもわかる授業になるであろう。

事前研究 事中研究 事後研究

【【【【学習内容学習内容学習内容学習内容】】】】 ①①①①参加者参加者参加者参加者でこのでこのでこのでこの授業授業授業授業でででで身身身身につけるにつけるにつけるにつける力力力力はどんはどんはどんはどん

①①①①本時本時本時本時でででで一人一人一人一人一人一人一人一人にににに身身身身につけさせたいにつけさせたいにつけさせたいにつけさせたい力力力力はははは何何何何かかかか なななな力力力力かかかか共有共有共有共有（（（（言語化言語化言語化言語化））））するするするする。

（学習指導要領、解説の読み込み、教材の分析）

②②②②身身身身につけさせたいにつけさせたいにつけさせたいにつけさせたい力力力力はははは具体的具体的具体的具体的にどんなにどんなにどんなにどんな力力力力かかかか ②②②②身身身身につけさせたいにつけさせたいにつけさせたいにつけさせたい力力力力のためにどんなのためにどんなのためにどんなのためにどんな支援支援支援支援をををを

していたかしていたかしていたかしていたか。。。。

学級集団学級集団学級集団学級集団にににに対対対対してしてしてして本時本時本時本時のねらいののねらいののねらいののねらいの具体提示具体提示具体提示具体提示 子子子子どもがどもがどもがどもが、、、、何何何何のためにどうのためにどうのためにどうのためにどう活動活動活動活動するかわかするかわかするかわかするかわか

（身につける力＋どう活動するか児童生徒にわかる） っていたっていたっていたっていたかかかか。。。。子子子子どものどものどものどもの学学学学びはどうだったかびはどうだったかびはどうだったかびはどうだったか。。。。

【【【【子子子子どものどものどものどもの認知特性認知特性認知特性認知特性のののの把握把握把握把握】】】】

③③③③子子子子どものどものどものどもの「「「「とらえにくさとらえにくさとらえにくさとらえにくさ」」」」のののの予想予想予想予想 ③子どもが学んだこと、とらえにくいことはどんな

本時で身につけさせたい力のどの段階の力がとら ことだったか。

えにくいのか。 ④生かされた支援策は何か。とらえにくさを感じて

いる子どもはその場で何を願っているか。

④④④④「「「「とらえにくさとらえにくさとらえにくさとらえにくさ」」」」のののの支援策支援策支援策支援策はははは何何何何かかかか

（支援を要する子どもの比較的得意な活動を

を生かした支援策は何か。）

個別に

参
観
の
視
点

・
ね
ら
い
と
見
通
し
が
児
童
生
徒
へ
伝
わ
っ
て
い
た
か
。

・
授
業
者
と
子
ど
も
の
関
わ
り
か
ら
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
た
か
。

子
ど
も
同
士
の
学
び
は
ど
う
か
。

①②①②①②①②をををを丁寧丁寧丁寧丁寧にににに行行行行うことでうことでうことでうことで支援支援支援支援のポイのポイのポイのポイ
ントがントがントがントが焦点化焦点化焦点化焦点化されてわかりやすいされてわかりやすいされてわかりやすいされてわかりやすい！！！！

どのどのどのどの子子子子もわかるもわかるもわかるもわかる授業案授業案授業案授業案

③本時の
ねらいの
具体提示

②児童生
徒の特性
理解

①学習

内容

個にも全体
にも役立つ
支援策

個への支援策
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３３３３    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの研究経過研究経過研究経過研究経過    

        昨年度の取り組みで明らかになったことは、 

○集団の中で、支援を要する子どものみを支援する

という発想ではなく、集団に対して「本時で身に

つけさせたい力」を明確にして、子どもの『とら

えにくさ』を考慮した指導を授業設計に取り入れ

ることにより、どの子どもにも『わかる授業』に

近づくのではないかと考えた。授業設計全体の緻

密な計画が個への配慮にとどまらず集団としての

学びの質を高めることにつながるのではないかと

いう仮説である。 

○課題は、教師集団が子どもの「学びの実際」を「学

びの事実」としてどのようにとらえ、どのように

支援していくかということである。子どもの困難

さの把握例として、数の操作が苦手、物事を素早

く処理することが苦手など認知の特性に目を向け

たとらえ方があるが、それが実際の授業場面では

どこにあたるのか、どこまでできていて、どこか

らわからないか等の、授業場面の実際から支援策

を講じるということを今年度の主眼とする。 

ⅡⅡⅡⅡ    研究研究研究研究のののの目的目的目的目的、、、、及及及及びびびび方法方法方法方法    

１１１１    研究研究研究研究のののの目的目的目的目的    

本研究は、学校全体の教員へのコンサルテーショ

ンを通して、「わかる授業のための「授業研究会モデ

ル」の実践研究を学校全体で行い、「支援を要する子

どももどの子どももわかる授業づくり」を目指すこ

とをいくつかの角度から質的に分析し、教員集団及

び子どもにもたらす効果と課題について検証する。 

本研究によって中心的に検証・検討すべき事項と

して以下の２点を挙げる。 

○○○○学級学級学級学級におけるにおけるにおけるにおける特特特特にににに支援支援支援支援をををを要要要要するするするする子子子子どものどものどものどもの学学学学びびびび    

のののの実際実際実際実際についてのについてのについてのについての協議協議協議協議のののの有効性有効性有効性有効性    

○○○○「「「「授業授業授業授業改善改善改善改善モデルモデルモデルモデル」」」」のののの波及波及波及波及のののの可能性可能性可能性可能性    

２２２２    研究研究研究研究のののの方法方法方法方法    

先の目的から、本研究では、アクション・リサー

チの方法を採り入れる。アクション・リサーチとは、 

実践へ関与しながら研究する方法の１つであり、 

「実践の場で起こる問題、実践から提示された問題

を分析して探求し、そこから導かれた仮説にもとづ

き次の実践を意図的に計画実施することにより問題

の解決・対処をはかり、その解決過程をも含めて評

価していく研究方法」（秋田 2001）である。 

本研究では、授業研究会モデル（試案）を活用し

て学校が授業研究会を積み重ねる中で、より実用性

のあるもの、有効性のあるものになるための振り返

りを共に取り組んでいく。その過程で、授業者を含

む教師集団や協議の参観者、子どもの「思考」と「活

動」の変容の過程を観察し記述する。実践の主体は

学校であるが、授業研究会の継続から生じる学校や

教室の変化の過程それ自体を、研究するのが目的で

ある。F 小学校に関与することによって時系列的変

化をとらえる授業づくりの事例研究である。 

記述で重視する観点は２つある。授業研究会モデ

ル（試案）を活用した授業の実際と事後研究会の姿

から、授業者と子どもの変化の過程を記述すること

により、学級における特に支援を要する子どもの学

びの実際についての協議の有効性を探る。  

もう１つは、授業研究会モデルは学校全体で取り

組んだものであり、授業研究会の取り組みのプロセ

スと教師集団の振り返りから「授業研究会モデル」

活用の波及の可能性を探る。 

ⅢⅢⅢⅢ    研究経過研究経過研究経過研究経過    

        １１１１    ＦＦＦＦ小学校小学校小学校小学校のののの研究計画研究計画研究計画研究計画    

（１）主題 

  一人一人の確かな学びを育む支援の在り方 

～「困り感」のある子どもも 

共に育つみんながわかる授業を目指して～   

（２）研究の対象 通常の学級 

（３）研究組織  研究推進部他国語部 算数部 

道徳部 

（４）研究日程（後述）   

（５）研究の内容と方法 

通常の学級における授業づくりとして、授業改善

のための授業研究会を行う。方法として、事前研究

―事中研究（授業実践）―事後研究を全職員で行う。

進め方の基本スタイルは授業モデル（試案）の手順
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に従い進める。スーパーバイザーに岡山大学大学院 

佐藤暁氏を招聘する。 

２２２２    研究研究研究研究のののの実際実際実際実際    

（（（（１１１１））））学校全体学校全体学校全体学校全体としてのとしてのとしてのとしての取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの概要概要概要概要    

１  全体研修会 ５月２８日（金）：支援を必要とする

子どもの理解と対応に関する研修会  

２  事前研究会 ６月１１日（金） 

３  授業研究会 ６月１８日（金）（国語 ４年○組） 

４  事前研究会 ９月１０日（金） 

５  授業研究会  ９月１６日（金）（道徳 １年△組）  

６  事前研究会 ９月２４日（金） 

７  授業研究会  １０月 １日 （金）（国語 ５年□組）  

８  事前研究会  １０月１８日（月） 

９  事例検討会 １０月２２日（金） 

（ＫＪ法を活用した事例検討会） 

１０ 授業研究会 １１月 ２日（火）（算数 ２年×組） 

１１ 授業研究会 １１月１８日（木）（算数 ３年×組）  

１２ 授業研究会 １月２８日（金）（国語 ６年×組） 

    授業公開を含む授業研究会を６回、それに伴う事 

前研究会を４回、子ども理解と対応に関する研修会 

を２回実施した。これ以外に、校内で教科ごとの事 

前研究会が開かれていた。 

（（（（２２２２））））時系列的時系列的時系列的時系列的なななな学校全体学校全体学校全体学校全体のののの取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの変容変容変容変容    

事前研究を含む５回の授業研究会、事例検討会等

１２回の校内研修会のすべての場に当センターから

２名の指導主事を派遣し、コンサルテーションにあ

たった。研修や授業研究会の取り組み状況、及び意

識の変化について協議の様子、教員との文書のやり

とり、訪問時の会話等から質的内容の分析を行った

結果は以下の通りである。    

ⅠⅠⅠⅠ期期期期【【【【協議協議協議協議のののの視点視点視点視点のののの焦点化焦点化焦点化焦点化へへへへ向向向向けてけてけてけて】】】】    

学校の要請から、子ども理解のために、ＫＪ法を

活用した子どもの特性―背景・要因の推測―支援策

づくりを行い、授業場面におけるつまずきの予想に

活用した。さらに前半の授業研究会を通して、指導

案の記述のポイントが以下の通り明確になった。 

○ 本時本時本時本時のねらいをわかりやすくのねらいをわかりやすくのねらいをわかりやすくのねらいをわかりやすく子子子子どもにどもにどもにどもに伝伝伝伝えるえるえるえる

工夫工夫工夫工夫    

○ 支援支援支援支援をををを要要要要するするするする子子子子どものつまどものつまどものつまどものつまずきがずきがずきがずきが予想予想予想予想されるされるされるされる

場面場面場面場面のののの背景背景背景背景（（（（要因要因要因要因））））をふまえたをふまえたをふまえたをふまえた支援策支援策支援策支援策    

○ 学学学学びびびび合合合合いをいをいをいを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた支援策支援策支援策支援策    

尚、ＫＪ法を活用した子ども理解の研修は、その

後校内において全学級でも実施された。 

  【【【【KJKJKJKJ法法法法をををを活用活用活用活用したしたしたした子子子子どもどもどもども理解理解理解理解のののの研修研修研修研修】】】】    

ⅡⅡⅡⅡ期期期期【【【【事前研究事前研究事前研究事前研究のののの充実充実充実充実・ねらいの・ねらいの・ねらいの・ねらいの焦点化焦点化焦点化焦点化】】】】    

    事前研究では、教科としての教材研究をもとにし

た授業設計と、子どものつまずき場面の予想からど

う支援に生かすかと言う子ども理解の両面が深まっ

ていくプロセスがあり、事前研究会が教師集団の中

で深まりのあるものになっていった。 

                            【【【【事前研究会事前研究会事前研究会事前研究会のののの記録記録記録記録よりよりよりより】】】】    

記録日付： 年 月 日2010 9 24

事前研究会事前研究会事前研究会事前研究会ーーーー事中研究会事中研究会事中研究会事中研究会ーーーー事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会のののの流流流流れれれれ

１０１０１０１０／／／／１１１１（（（（金金金金））））小学小学小学小学５５５５年生年生年生年生「「「「国語国語国語国語」」」」授業研究会授業研究会授業研究会授業研究会へへへへ向向向向けたけたけたけた事前研究会事前研究会事前研究会事前研究会議題議題議題議題：：：：
開催日：2010年9月24日
場 所：船引小学校
参加者：船引小学校学校職員 田村市教育委員会 県養護教育センター
記 録：福島県養護教育センター 研修 氏名：榊原康夫（船引小学校記録がもと）

身身身身につけさせたいにつけさせたいにつけさせたいにつけさせたい力力力力についてについてについてについて

木材がどのように使われるか、根拠にもとづいて読む力
文章の構成や接続詞に着目しながら木の性質や使われ方を理解する力
（木の名前や、～ですから、～ので等のキーワードに着目しながら）木の性質や使われ方を理解する力

子子子子どもへのめあてのどもへのめあてのどもへのめあてのどもへのめあての提示提示提示提示についてについてについてについて（（（（本時本時本時本時にににに即即即即したしたしたした授業構想授業構想授業構想授業構想についてについてについてについて））））
授業者より いろいろな木材の性質や使われ方を調べて、表に書こう

案１ いろいろな木材はどのように使われただろうか
①木材とは？
②どういうふうに使うのか？
③使われた理由はどんなこと？

案２ 木材がどのように使われたか整理しよう （まとめよう 。、 ）
案３ いろいろな木材の性質や使われ方をどのように調べたか発表しよう。
案４ どのようなことに気をつけて木材の性質や使われ方を調べればいいの

だろう。
案５ 木材の性質や使われ方を調べるには、どのようなことに気をつければ

いいのだろう。

とらえにくさのとらえにくさのとらえにくさのとらえにくさの予想予想予想予想とそのためのとそのためのとそのためのとそのための支援支援支援支援についてについてについてについて（（（（仮仮仮仮））））

・どんな木があるかとらえにくい児童のために、具体例として挙げられている木の名前を学級全
員で確認し、黒板に提示する。

・木材の性質・使われ方をとらえにくい児童のために、空欄を埋めるワークシートを準備する。

・性質と使われ方の違いがとらえにくい児童のために、記述されている例をモデルとして示し、
主語、接続語などの着眼点を意識させる。

・表を書いた根拠がとらえにくい児童のために、根拠を確認しやすいようペア学習を取り入れた
り、全体で確認の場を設定する。

事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会のののの進進進進めめめめ方方方方
１ ねらいの提示（本時に即した授業構想）の意図と実際について

＊授業構想（ねらいの設定がこれで良かったか、事後的に振り返る ）。

２ 子どもの学びの実際と教師の支援について
上記「とらえにくさの予想とそのための支援について」の観点でグループ協議後、全体で

意見交換、子どもの学びの様子をデジカメで振り返りながら行う。
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ⅢⅢⅢⅢ期期期期    子子子子どものどものどものどもの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際をををを語語語語りながらつまずきりながらつまずきりながらつまずきりながらつまずき        

へのへのへのへの具体的具体的具体的具体的なななな支援策支援策支援策支援策    

ここでの特徴は、「子どもの学びの実際に徹した

協議」ができたことである。子どもをみんなでよ

く見て支援をどうするかじっくり考えてみようと

いう協議、これが授業改善につながるという実感

が共有できるものであった。授業者は一人だが、

共に授業を創るという感覚で教師集団が授業観察

を行い、子どもの学びの姿をじっくりとらえなが

ら支援策を考える様子が見られた。 

ⅣⅣⅣⅣ期期期期    ＦＦＦＦ小小小小スタイルのスタイルのスタイルのスタイルの確立確立確立確立    

    「子どもの学びの実際」についての協議が継続さ

れていた。校内での事前研究、子どもの姿を中心と

した事後の協議が継続され F 小スタイルともいうべ

き活発な意見交換がなされた。 

３３３３    授業研究会授業研究会授業研究会授業研究会モデルをモデルをモデルをモデルを活用活用活用活用したしたしたした授業授業授業授業のののの実際実際実際実際とととと事後事後事後事後    

研究会研究会研究会研究会のののの姿姿姿姿    

①①①①第第第第４４４４回回回回：（：（：（：（２２２２年算数年算数年算数年算数））））のののの実際実際実際実際（（（（別紙資料別紙資料別紙資料別紙資料１１１１，，，，２２２２））））    

    本資料の〈〈〈〈４４４４    指導過程指導過程指導過程指導過程〉〉〉〉のののの項目項目項目項目はははは、、、、AAAA【【【【学習学習学習学習    

活動活動活動活動・・・・内容内容内容内容】、】、】、】、BBBB【【【【あるあるあるある児童児童児童児童のののの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際】、】、】、】、CCCC【【【【支支支支    

援援援援のののの意図意図意図意図とととと気気気気づきづきづきづき】】】】からなる。Bと Cは授業後の 

協議内容も含めて書かれている。ここでは、A【学 

習活動・内容】について授業者の視点からどのよ 

うに支援し、子どもが全体的にどのように活動し 

てたいたかの概要を述べ、②の事後研究の実際で 

Bと Cについて述べる。 

〈〈〈〈１１１１．．．．本時本時本時本時のののの課題課題課題課題をとらえるをとらえるをとらえるをとらえる〉〉〉〉では、ブン太君が登

場し、子どもの注目を集める。５の段、２の段から

もこのキャラクターを活用していたので、ブン太君

が登場すると、かけ算を勉強することは子どもたち

はわかっている。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、プリンを横に３つ並べ、３の段を勉強する

ことを伝える。課題は、「「「「学習学習学習学習したことをつかってしたことをつかってしたことをつかってしたことをつかって 3333

のだんののだんののだんののだんの九九九九九九九九をををを作作作作ろうろうろうろう」」」」である。 

 「学習したことをつかって」を具体的にとらえる

ために、〈〈〈〈２２２２．．．．前時前時前時前時までのまでのまでのまでの学習学習学習学習をををを振振振振りりりり返返返返りりりり、、、、学習学習学習学習のののの見見見見

通通通通しをしをしをしを持持持持つつつつ〉〉〉〉に入る。２の段で学習した Ⅰ．図作

戦（図で数とまとまりを表す方法）、Ⅱ．長たし算作

戦（同じ数を順にかける数の分たしていく方法）、Ⅲ．

前たし算作戦（前のかけた数の答えにその段の数を

たして答えを出す方法）を自分で選択して３の段を

３×９まで作っていく。 

〈〈〈〈３３３３．．．．課題課題課題課題をををを解決解決解決解決しししし、、、、友達間友達間友達間友達間でででで考考考考えをえをえをえを交流交流交流交流するするするする〉〉〉〉で

は、ワークシートにまずは、３×４までを自分の方

法で作っていく。その段階でどのような方法で作っ

たかをペアで話しをする機会を作る。話しを出しや

すいように、話す型も提示する。〈〈〈〈４４４４．．．．全体全体全体全体でそれぞでそれぞでそれぞでそれぞ

れのれのれのれの考考考考ええええ方方方方をををを発表発表発表発表するするするする〉〉〉〉では、授業者は３つの作戦

それぞれの方法について発表できるよう意図的指名

をした。そこでの発表内容をもとに、〈〈〈〈５５５５．．．．自分自分自分自分がわがわがわがわ

かりやすいとかりやすいとかりやすいとかりやすいと思思思思うううう方法方法方法方法でででで、、、、続続続続きのきのきのきの答答答答えをえをえをえを求求求求めるめるめるめる〉〉〉〉活

動に入る。友達の発表を聞いて、友達のやり方を取

り入れる子どももいれば、始めに自分が取り組んだ

方法を続ける子どももいて様々な学びのスタイルが

見られた。この活動が３×９まで続く。授業者は個

別指導を行いながら子どもたちの達成状況を把握し

ていく。 

 まとめでは、３の段がかける数に応じて３つずつ

増えていくということを確認するために、全体で発

表の機会を持つ。再度各自の方法がどうであったか

を振り返らせる。以上が授業の実際の概要である。 
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②②②②事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会のののの実際実際実際実際    

【【【【事後事後事後事後研究会研究会研究会研究会ののののポイントポイントポイントポイント１１１１】】】】    

本時本時本時本時のねらいのねらいのねらいのねらいとととと活動活動活動活動がががが子子子子どもにわかりやすくどもにわかりやすくどもにわかりやすくどもにわかりやすく伝伝伝伝わわわわ

っていたかのっていたかのっていたかのっていたかの確認確認確認確認をををを授業者授業者授業者授業者とととと参観者参観者参観者参観者でででで行行行行うううう。。。。    

逐語録逐語録逐語録逐語録よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋１１１１    

研修主任研修主任研修主任研修主任：：：：協議をする前に進め方の確認をします。 

この時間で学ばせたかったことは何か、子どもに期

待していたことは何かということを前半に確認しま

す。後半は期待していたことができていたか、学ば    

せたかったことを子どもは学んでいたか、そして教

師の手立ては適切だったかということを子どもの姿

を通して語っていくということです。 

【【【【事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会ののののポイントポイントポイントポイント２２２２】】】】    

授業者授業者授業者授業者とととと協議者協議者協議者協議者がががが子子子子どもがどもがどもがどもが使使使使うレベルのうレベルのうレベルのうレベルの言葉言葉言葉言葉でででで、、、、

ねらいとねらいとねらいとねらいと期待期待期待期待するするするする活動活動活動活動をををを確認確認確認確認しししし合合合合うううう。。。。 

逐語録逐語録逐語録逐語録よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋２２２２    

協議者協議者協議者協議者：このグループでは、①３つの作戦を使って

３の段の九九をつくること、②それからつくったこ

とを友達に話すこと、③最後が今後の学習につなが

るようにかけ算のきまりを見つけ出すことではない

かと確認し合いました。 

進行進行進行進行：：：：その通りと思って聞いている方が多くいらっ

しゃったと思います。Ｋ先生、ここはこうだよとい

うことをご自身の言葉でもう一度お願いします。 

    

    

    

    

    

    

    

授業者授業者授業者授業者：：：：自力解決の段階で、自分で答えを見つける

ということと、答えをつくるだけでなく、友達が聞

いてくれて自分の言葉で話をしたとき、友達がここ

はいいねとか、ここがわかりやすいねと言ってくれ

ると勉強してうれしいと思うので、聞き方も上手に

してほしいと思い話すマニュアル的なものも出して

みました。よく「いいですか、いいですよ。」という

やりとりがありましたがそこを見直して身に付けて

くれればと思いました。あと、かけ算のきまりをお

さえることは３ずつ増えるということは子どもたち

がまとめをする前におさえていたので期待どおりに

なったと思います。 

【【【【事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会ののののポイントポイントポイントポイント３３３３】】】】    

 子子子子どものどものどものどもの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際をををを語語語語るるるる協議協議協議協議がががが、、、、ＫＫＫＫ君君君君のののの学学学学びかびかびかびか

らスタートしたらスタートしたらスタートしたらスタートした。。。。初初初初めからめからめからめから決決決決めていたわけではなくめていたわけではなくめていたわけではなくめていたわけではなく、、、、

ＫＫＫＫ君君君君のののの学学学学びのびのびのびの様子様子様子様子にににに参観者参観者参観者参観者がががが気気気気づきづきづきづき、、、、驚驚驚驚きをきをきをきを持持持持ったったったった

ことことことことからのからのからのからの発言発言発言発言であることがわかるであることがわかるであることがわかるであることがわかる。。。。    

圧巻圧巻圧巻圧巻はははは、、、、３３３３××××５５５５以降以降以降以降ののののＫＫＫＫ君自身君自身君自身君自身のののの気気気気づきであるづきであるづきであるづきである。。。。

３３３３××××５５５５，，，，３３３３××××６６６６，，，，３３３３××××７７７７，，，，３３３３××××８８８８までまでまでまで図図図図をををを書書書書きすぎきすぎきすぎきすぎ

てはてはてはては消消消消していたのがしていたのがしていたのがしていたのが３３３３××××９９９９のところからのところからのところからのところから、、、、３３３３のまとのまとのまとのまと

まりのまりのまりのまりの外枠外枠外枠外枠をををを９９９９個書個書個書個書くというくというくというくという形形形形にににに変化変化変化変化しているしているしているしている。。。。参参参参

観者観者観者観者はそれをはそれをはそれをはそれをＫＫＫＫ君自身君自身君自身君自身のののの気気気気づきとしてとらえているづきとしてとらえているづきとしてとらえているづきとしてとらえている。。。。    

逐語録逐語録逐語録逐語録よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋３３３３    

協議者協議者協議者協議者：授業者が

３×５のところ、

授業者は前たし算、

長たし算、図とあ

って他のやり方も

授業者は期待して

いたのかなと思いましたが、３×５は５このパック

を書いた１パックの上に、３を書いてごらんと言っ

てその後、パック全部を赤で囲んで１５だよと教え

ていました。３×６も同じようにやってくれと祈っ

て見ていましたが、授業者が赤で囲んだところを黒

で囲むところからでした。３×７も図で同じように

やりました。３×８のところでは１０こ書いたのを

多かったので何度も確認して消していました。 

協議者協議者協議者協議者：：：：驚いたのはやり方が変わったのは３×９の

ところです。プリンの箱を１こずつ書いていたのが

先に箱を９個書きました。ここで３のまとまりがわ

かったんだなと思いました。 
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                    【【【【KKKK君君君君のワークシートのワークシートのワークシートのワークシート】】】】    

    

    

    

    

    

    

    

【【【【事後研究会事後研究会事後研究会事後研究会ののののポイントポイントポイントポイント４４４４】】】】    

「「「「つまずきつまずきつまずきつまずき」」」」にににに対対対対してしてしてして、、、、どこまでできていてどこどこまでできていてどこどこまでできていてどこどこまでできていてどこ

からできていないかからできていないかからできていないかからできていないか具体的具体的具体的具体的にとらえることでにとらえることでにとらえることでにとらえることで指導法指導法指導法指導法

がががが改善改善改善改善されるされるされるされる。。。。どうやってやったのかどうやってやったのかどうやってやったのかどうやってやったのか机間指導机間指導机間指導机間指導でででで聞聞聞聞

くということもできるくということもできるくということもできるくということもできる。。。。こういったこういったこういったこういった学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際をををを丁丁丁丁

寧寧寧寧にににに見取見取見取見取ることることることることがががが、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの教科指導教科指導教科指導教科指導のののの専門専門専門専門

性性性性としてとしてとしてとして生生生生かせるとかせるとかせるとかせると考考考考えるえるえるえる。。。。    

進行進行進行進行：：：：ありがとうございました。今の話は子どもの

学びの軌跡をきちっと語るということ、軌跡、トレ

ースです。子どもたちは１時間の中でいろんな刺激

を受けながら自分で語ってみて学んでいきます。そ

のプロセスをきちっとみてあげることが指導法を考

える上で大切で検査をやってあれこれということで

はなく、実際の場面でどう学んでいるのかどんなこ

とでつまずいているのか、私たちが見ていない限り

指導法は見つからないのでそういう見取りをしてい

きましょうということです。子どもの学びの軌跡を

きちっと見取っていきましょうということです。 

    

授業者授業者授業者授業者：：：：図を

書くやり方で

やっていた時、

図をたくさん

書いてどうや

って答えを出しているのかなと思って見ていました。

例えば丸の数が１２とか１５をどう見ていたのかと

いうと１，２，３，４と１こずつ数えていたんです。 

進行進行進行進行：：：：そうそう。確かに一つずつ数えていたのです。

こういうのは実際どうだったのかという子どもの事

実を確認していきたいのです。～中略～ 

８の辺りから目の動きが違ってきたのです。細か

いことを言いますがどうしているか見るのは目の動

きとか、鉛筆の先とか細かいところを見ないと見と

れないのです。子どもが言葉にしてくれればいいけ

ど、言えないから見ててあげる、それが見取るです。

１，２，３と数えて見ていたのがあっ、まとめて見

りゃいいんだと気づいたのは書きすぎてオーバーし

ているところから見ているのです。３×４までは４

のまとまりは４とわかる、５までもわかる。６から

がぱっとわかんない。ここで気づいた、３のかたま

りが４つまでは一目でわかる。５までもわかる授業

者に言われたこともまあわかるけど、自分のやり方

でやってみようというところで続けていった。一目

でわからないところをまとまりとしてみたのはここ

から、３のまとまりがいくつあるといくつというの

が８の段からわかって９の段は書きすぎない、９の

段がすっと入ってきたと私はみていた、授業者こう

いう進化はありえそう？ 

授業者授業者授業者授業者：：：：ふだんは進化しなそう、（笑）そう言われて

見ると、３×８までは上と下のまとまりが合ってい

ないのが８と９はそろっているんです。階段状にな

っていることに気づいたのかもしれません。 

××××８８８８││││    ●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│●│    

××××９９９９││││    ●│●│●│●│●│●│●│●│●●│●│●│●│●│●│●│●│●●│●│●│●│●│●│●│●│●●│●│●│●│●│●│●│●│●    

    

～～～～中略中略中略中略～～～～    

進行進行進行進行：：：：今日は K君にとって良かった、こういう困っ

た、苦労しているという子が他にもいる、そういう

子でもがんばっていることに気づいていかなくちゃ

いけない。では、他の

子の学びの追求も見

ていきましょう。 

（以下他の子どもの

学びの実際について

協議が続く。） 
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③③③③授業者授業者授業者授業者へのへのへのへの授業後授業後授業後授業後のののの聞聞聞聞きききき取取取取りよりりよりりよりりより    

授業から２ヶ月後に授業者の学級担任、研修主任、

特別支援教育コーディネーターより聞き取りを行っ

た。 

【【【【授業後授業後授業後授業後のののの聞聞聞聞きききき取取取取りからのりからのりからのりからの考察考察考察考察１１１１】】】】    

KKKK 君君君君にとってにとってにとってにとって、、、、図図図図をををを使使使使うううう意味意味意味意味はははは確実確実確実確実にやりとげるにやりとげるにやりとげるにやりとげる

方法方法方法方法、、、、不安不安不安不安なくやるためのなくやるためのなくやるためのなくやるための方法方法方法方法であることがであることがであることがであることが改改改改めてめてめてめて

わかったわかったわかったわかった。。。。子子子子どもどもどもども理解理解理解理解のののの上上上上でででで、、、、学習内容学習内容学習内容学習内容のとらえのとらえのとらえのとらえ方方方方

だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく、、、、子子子子どものどものどものどもの行動行動行動行動がががが意味意味意味意味するするするする子子子子どものどものどものどもの思思思思

考考考考をどうとらえるかということにもをどうとらえるかということにもをどうとらえるかということにもをどうとらえるかということにも役立役立役立役立つつつつ振振振振りりりり返返返返りりりり

とととと考考考考えたえたえたえた。。。。    

逐語録逐語録逐語録逐語録からからからから    

進行進行進行進行：：：：今日は、改めてその後の授業者の気づきや関

わり方の変化、現在の子どもの様子などを改めてお

聞きしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

授業者授業者授業者授業者：：：：次の時間は４の段の学習でしたが、Ｋ君は

×４までは長たし算で書いていたんですよ。数が多

くなってからは図にもどしたのですが。 

進行進行進行進行：：：：それはすごいことではないですか。前時の学

習から長たし算の考えが入っていたということでは

ないですか。 

授業者：５の段、２の段、３の段まで全部図でやっ

ていて４の段で長たし算になったらものすごいと思

うのですが、実は２の段でも後半長たし算でやって

いるところがあるんです。（ワークシートを見て） 

コーディコーディコーディコーディ：：：：後半長たし算でやっているんだ、これま

でのと逆ですね。 

授業者授業者授業者授業者：：：：だからこの方法がわからなかった訳ではな

いんです。計算する時により確実な方法をとってい

るように思えるのです。 

研修主任研修主任研修主任研修主任：：：：答えを出すのが不安だったのではないで

すか。 

コーディコーディコーディコーディ：：：：あっそうか、計算するのにね 

授業者授業者授業者授業者：：：：たぶん、計算が不安。 

研修主任研修主任研修主任研修主任：：：：４の段も数が多くなると確実にというこ

とで図を使っているととらえていいのではないです

か。 

授業者：なるほど 

進行進行進行進行：：：：図でやるのは彼にとって確実にやるための方

法だったのですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長たし算が入っていない訳ではないんだ。 

授授授授業者業者業者業者：みんなはじめ長たし算やったときに、こう

やって２＋２は４とか、４＋２は６とか下にこうい

う（てんびん）みたいのを書いたり。 

コーディコーディコーディコーディ：：：：前たし算につながるところ、 

授業者授業者授業者授業者：：：：ええ、それを全然書かないで正しい答えを

出しているのでその辺をどう出しているかなと 

もしかすると前足し算のようにここに２たされてか

ら、もう１個前のを＋というのを頭でやっているの

かな 

Ｂ：それならすごいですよね。（すごい、すごい） 

Ｋ：ここまで図でやるというのは、彼が自信をもっ

てやる手段というということがわかるんですけど、

このことを聞いたときに言葉で答えられますかね。 

授業者授業者授業者授業者：：：：できません。 

進行進行進行進行：：：：ですよね。そこはこちらの感じ取りでいいん

でしょうね。 

授業者授業者授業者授業者：：：：４＋４は８になるのは言えると思うですけ

ど、４＋４＋４＝１２というのはもう一度計算し直

さないとできないと思うんですよ。そこがすっとで

きているのは、４＋４の答えに４をたすという前た

し算の考えも理解できているのかとも思うんですよ。 

進行進行進行進行：：：：４×４までは長足し算か、前足し算を使った

可能性がある。（はい、計算の仕方として。） 

その後は図を使ってまとまりから入るということも

数が多くなってもできているということですね。 
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４４４４    アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果からのからのからのからの分析分析分析分析    

今回の取り組みのアンケート調査をＦ小学校の教

員に依頼し、１４名の文章記述の回答から、考察を

述べる。 

○○○○本時本時本時本時のねらいとのねらいとのねらいとのねらいと子子子子どもへどもへどもへどもへ期待期待期待期待するするするする活動活動活動活動がががが焦点化焦点化焦点化焦点化されされされされたたたた    

授業設計授業設計授業設計授業設計をををを吟味吟味吟味吟味することについてすることについてすることについてすることについて    

    

・授業研究会において焦点化された授業実践がなされ、

参観した多くの教員の参考となった。だんだん「ねらい」と

「活動」が合致していき、Ｆ小の授業スタイルが確立して

きたと思う。 

・一人に焦点をあてて支援策を考えたが、それが全体へ

の支援としても有効であることが実感できた。 

〈〈〈〈考察考察考察考察１１１１〉〉〉〉    

支援策（手立て）を有効にする前提がねらいと子ど

もへ期待する活動の焦点化である。「ねらい」と「活

動」が合致していくことは、子どもが本時で向かっ

ていくゴールが明確になることであり、学びの実際

についての協議もゴールに向かう姿に即しての協議

となる。 

    

○○○○支援支援支援支援をををを要要要要するするするする子子子子どもにどもにどもにどもに配慮配慮配慮配慮したしたしたした支援策支援策支援策支援策についてについてについてについて 

    

・全体としてだけでなく、支援を要する子どもの姿に合った

支援の手立てを考え実践し、有効であったかを振り返る

ことで、的確な支援や授業の改善につなげることができ

た。 

・どんな支援がよいか以前より考えるようになり、発問、ワ

ークシートの形式、板書のしかた、カード、絵写真の使用、

動作化など、支援策を工夫するようになった。 

〈〈〈〈考察考察考察考察２２２２〉〉〉〉    

 個への配慮、支援が他の子どもに対しても有効な

手立てになることが、日常の関わりの変化につなが

っていることがわかる。例えば、「子どもの様々な学

習スタイルへの気づき」「学力向上へつながる可能性

の実感」、「支援を要する子どもの姿に合った支援の

手立てに近づく」等である。 

    

    

○○○○子子子子どもどもどもども同士同士同士同士のののの学学学学びびびび合合合合いのいのいのいの場作場作場作場作りについてりについてりについてりについて    

    

・ペア学習における指導のポイント、グループでの話合い

を活性化させる支援策、つながる話合いのさせ方など、

具体的な方法が見えた。 

・学び合いの場は理解したことを言葉で表現することで互

いの良さに気づいたり、曖昧だった理解を確実にすること

ができた。 

〈〈〈〈考察考察考察考察３３３３〉〉〉〉    

学び合いを取り入れることで、以下の点に効果が

あるということをとらえている。 

①教わるだけでなく友達同士で気づく良さ 

②友達に話すことで自分の考えに自信が持てる。 

③理解したことを言葉で表現することで互いの良

さに気づいたり、曖昧だった理解を確実にするこ

とのできる良さがある。 

    

○○○○ KJKJKJKJ 法法法法をををを活用活用活用活用したしたしたした事例検討会事例検討会事例検討会事例検討会をををを通通通通してどんなしてどんなしてどんなしてどんな気気気気づきがづきがづきがづきが

ありましたかありましたかありましたかありましたか。。。。    

 

・ある特定の児童を総合的にとらえたのは初めてで、「手

のかかる」一面だけにとらわれず、客観的に見ようとして

見ることで、新たな発見があった。 

・児童の問題点（つまずき）などが明らかになって、その解

決に役立つような手がかりが得られたこと。 

・児童の傾向や行動の特徴がわかり、むやみに叱ったりし

ないように気をつけようと思うようになった。 

・より深くその児童を理解するために、日常の観察が浅く、

もっと日常の様子を観察しようという自分自身が反省す

るきっかけになった。 

〈〈〈〈考察考察考察考察４４４４〉〉〉〉    

・日頃子どもを見えているようで見えていない側 

面があることへの気づきが促進されている。 
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【【【【取取取取りりりり組組組組みみみみ全体全体全体全体をををを振振振振りりりり返返返返ってってってって】】】】 

○○○○昨年度昨年度昨年度昨年度からのからのからのからの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを通通通通してしてしてして、、、、今年度取今年度取今年度取今年度取りりりり組組組組んでんでんでんで良良良良    

かかかかったとったとったとったと感感感感じるところはどんなことですかじるところはどんなことですかじるところはどんなことですかじるところはどんなことですか。。。。        あるいはあるいはあるいはあるいは難難難難

しいとしいとしいとしいと感感感感じたところはどんなことですかじたところはどんなことですかじたところはどんなことですかじたところはどんなことですか。。。。 

    

・「指導を受けた児童の学びの姿」が研究の中心であるた

め、授業者一人では気づかない、児童一人一人の思考

（学び）の過程をとらえることができて、良かった。 

〈〈〈〈考考考考察察察察５５５５〉〉〉〉    

 昨年度は、個別の子どもの対応について学べると

思っていたのに、全体の授業ということでとまどい

が多かった面があったが、今年度は授業研究会モデ

ルの実践化の取り組みを通して、子どもの学びの実

際に徹して協議するということが十分に教師集団の

中にも伝わったことがわかる。これが最大の成果と

考える。 

 

 

○今年度今年度今年度今年度のようなのようなのようなのような取取取取りりりり組組組組みはみはみはみは他校他校他校他校でもでもでもでも可能可能可能可能だとだとだとだと思思思思いまいまいまいま    

すかすかすかすか。。。。 

    

            

・可能というより取り組んでいくべきだと思う。 

・意識改革が必要と思いますので、時間と圧力に耐えら

れるファシリテーターがいると可能です。 

・研究の方針、方向性を理解するまで時間がかかったが

それらを自校の研究という意識で取り組んでいけば可能

だと思う。 

・日常の取り組みを発展させた授業で、日常の授業に取り

入られる取り組みなので可能だと思う。 

〈〈〈〈考察考察考察考察６６６６〉〉〉〉    

 事前研究会は、互いの指導に役立つものになってい

る。他校への波及についても必要感を感じている意

見が多い。 

    

    

    

    

ⅥⅥⅥⅥ    研究研究研究研究のののの成果成果成果成果とととと課題課題課題課題    

１１１１    「「「「子子子子どものどものどものどもの学学学学びのびのびのびの実際実際実際実際」」」」のののの協議協議協議協議のののの有効性有効性有効性有効性    

「子どもの学びの実際」に徹した振り返りが
授業改善に結びつく

研究のまとめ

①①①①授業授業授業授業をををを創創創創るるるる力力力力とととと子子子子どもをどもをどもをどもを見見見見るるるる力力力力がががが両方育両方育両方育両方育つつつつ
②②②②協議協議協議協議をををを通通通通してしてしてして参観者参観者参観者参観者もももも力力力力がついていくがついていくがついていくがついていく

本時本時本時本時のねらいののねらいののねらいののねらいの具体提示具体提示具体提示具体提示まままま
でをでをでをでを検討検討検討検討するとするとするとすると参観参観参観参観のポインのポインのポインのポイン
トがはっきりするトがはっきりするトがはっきりするトがはっきりする。。。。

参観参観参観参観のポイントにのポイントにのポイントにのポイントに沿沿沿沿っっっっ
てててて子子子子どものどものどものどもの思考過程思考過程思考過程思考過程やややや
感感感感じじじじ方方方方のののの見取見取見取見取りりりり

○○○○支援支援支援支援をををを要要要要するするするする子子子子どもだけでなくどもだけでなくどもだけでなくどもだけでなく、、、、いろんないろんないろんないろんな子子子子どどどど
ものものものもの「「「「学学学学びのびのびのびの姿姿姿姿」」」」をををを語語語語るるるる。。。。

○○○○自分自分自分自分でででで見見見見えていなかったことにえていなかったことにえていなかったことにえていなかったことに気気気気づくづくづくづく、、、、

授業改善授業改善授業改善授業改善のためによりのためによりのためによりのためにより具体的具体的具体的具体的になったことになったことになったことになったこと

 

研究の手応えとして、授業を創る力と子どもを見

る目が両方育つということ、協議を通して参観者も

この２つの力がついていくということをＦ小学校の

教員と共有できたことが、最大の成果である。それ

が教師の指導力向上につながる。 

「授業研究会モデル」を活用して、授業改善のた

めにより具体的になったことは、【事前研究】で【参

観のポイント】がはっきりすると、【事中研究】（授

業実践）で見る視点が共有できる。Ｆ小では、①ね

らいを提示する手立てをどうするか。②つまずきの

場面の予想と支援をどうするか。③子ども同士の学

び合いをどう作るかという点を【参観のポイント】

として位置づけた。学び合いの内容を検討すること

は、どのような言語能力を、どのような言語活動を

通して育成するかを焦点化することにつながる。                                                                                                                                                                     

 【参観のポイント】をもとに授業を見ると、子ど

もの行為だけでなく、子どもの思考過程や感じ方を

見取ることの大切さに気づくことができる。観察者

が３×６、×７，×８に取り組むＫ君自身の学びに

気づいた報告があったが、この気づきからつまずき

への支援策も、「本人にどうやってやってみたのと

聞いてみる」など具体的になってくる。×９で１個

ずつ数えていたのを３のまとまりとしてとらえられ

ていたという見取りの細やかこそ、特別支援教育の
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視点に立った教科教育の専門性であり、子どもがが

んばっている姿を教えてくれるものである。 

 そして、事後研究会では、協議の前半で子どもへ

提示するねらいと期待する活動を授業者と参観者で

再確認する。「子どもの学びの姿」に徹した協議で

あっても、授業全体のねらいに即した協議にするた

めである。ここがおさえてあると、授業者、参観者

それぞれの子どもを見る目が広がったり、修正され

たりすることにつながる。 

 協議の後半で語る子どもの姿は学級全体の子ども

である。時間内でより多くの子どもの姿を語ること

は、自分で見えていなかったことについて授業者、

参観者共に多くの気づきをもたらす。  

 支援を要すると思っていた子どもができているこ

とがあったり、それ以外の子どもでも困っている場

面が見られることに気づくことは、自己の子どもの

とらえ方を再点検することになる。 

 

２２２２    授業改善授業改善授業改善授業改善モデルのモデルのモデルのモデルの再提案再提案再提案再提案とととと波及波及波及波及のののの可能性可能性可能性可能性 

今年の取り組みからわかったことを加えて、当セ

ンターでは「支援を要する子どももどの子もわかる

授業改善モデル」として再提案し、現場での実践を

積み重ねていく。Ｆ小学校では、子ども理解の研修

と授業づくりを一体のものとして取り組んだ。研修

部と特別支援教育コーディネーターが連携して支援

体制を整えたことも学校全体で取り組む大事な要件

になる。授業研究の取り組みと並行し、研修・相談

を通して子ども理解について深め、なぜ授業研究が

大事かということをＦ小学校の先生方と少しずつ共

有できたことが大きい。特別支援教育というと個別

の理解と対応をイメージする学校が多い現状がある

が、学級づくり、授業づくりを通して個別の課題を

解決できることがたくさんある。 

 今後は、中学校、高等学校等への他校種への広が

りを目指すことで、学校全体でどの教師も行うこと

ができる特別支援教育を展開していきたい。    

 

支援を要する子どももどの子もわかる授業改善モデル
福島県養護教育センター

研究仮説研究仮説研究仮説研究仮説

本時で子どもに身につけさせたい力が明確で、子どものつまずきを考慮した指導を

授業設計に取り入れることにより、どの子どもにもわかる授業になるであろう。

事前研究 事中研究 事後研究

【【【【学習内容学習内容学習内容学習内容】】】】 ①①①①参加者参加者参加者参加者でこのでこのでこのでこの授業授業授業授業でででで身身身身につけるにつけるにつけるにつける力力力力はどんなはどんなはどんなはどんな

①①①①本時本時本時本時でででで一人一人一人一人一人一人一人一人がががが身身身身につけるにつけるにつけるにつける力力力力はははは何何何何かかかか 力力力力かかかか共有共有共有共有（（（（言語化言語化言語化言語化））））するするするする。

（学習指導要領、解説の読み込み、教材の分析）

②②②②身身身身につけるにつけるにつけるにつける力力力力のためにのためにのためにのために子子子子どもにどもにどもにどもに期待期待期待期待するするするする

②②②②身身身身につけるにつけるにつけるにつける力力力力にはにはにはには段階的段階的段階的段階的にどんなにどんなにどんなにどんな力力力力がががが必要必要必要必要かかかか 活動活動活動活動はははは何何何何かかかか。。。。

学級集団学級集団学級集団学級集団にににに対対対対してしてしてして本時本時本時本時のねらいののねらいののねらいののねらいの具体提示具体提示具体提示具体提示 児童児童児童児童生徒生徒生徒生徒がががががががが何何何何ののののためにどうためにどうためにどうためにどう活動活動活動活動するかわかするかわかするかわかするかわか

（身につける力＋どう活動するか児童生徒にわかる） っていたっていたっていたっていたかかかか。。。。子子子子どものどものどものどもの学学学学びはどうだったかびはどうだったかびはどうだったかびはどうだったか。。。。

【【【【特特特特にににに支援支援支援支援をををを要要要要するするするする児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの特性理解特性理解特性理解特性理解】】】】

③③③③どのどのどのどの段階段階段階段階のののの力力力力でつまずくかのでつまずくかのでつまずくかのでつまずくかの予想予想予想予想 ③子どもが学べたこと、つまずいていたことは

支援を要する子どもの実態の把握をもとに，本時で どんなことだったか。（集団と個）

身につける力のどの段階の力が不足しているかとらえ ④全体に生かされた支援策は何か。

る。 個別に生かされた支援策は何か。

④④④④つまずきへのつまずきへのつまずきへのつまずきへの支援策支援策支援策支援策はははは何何何何かかかか

（支援を要する児童生徒の得意な学習スタイル

を生かした支援策は何か。）

【
参
観
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
ね
ら
い
と
見
通
し
が
児
童
生
徒
へ
伝
わ
っ
て
い
た
か
。

・
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の
学
び
、
他
の
子
ど
も
の
学
び
は
ど
う
か
。

・
子
ど
も
同
士
の
学
び
は
ど
う
か
。

「「「「子子子子どものどものどものどもの学学学学びびびび」」」」にににに徹徹徹徹したしたしたした協議協議協議協議ができができができができ
ることはいろんなることはいろんなることはいろんなることはいろんな気気気気づきをもたらしづきをもたらしづきをもたらしづきをもたらし、、、、
授業改善授業改善授業改善授業改善につながるにつながるにつながるにつながる！！！！

どのどのどのどの子子子子もわかるもわかるもわかるもわかる授業案授業案授業案授業案

③本時
のねら
いの具
体提示

②児童
生徒の
特性理
解

①学習

内容

個にも全体
にも役立つ
支援策

全体の

授業設計
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第第第第２２２２学年学年学年学年○○○○組組組組    算数科学習指導案算数科学習指導案算数科学習指導案算数科学習指導案 

平成２２年１１月２日（火）   第５校時 
場所 ２学年○組教室  指導者 ○○○○ 

 
１ 単元名  かけ算（１） 新しい計算を考えよう 
２ 本時のねらい 
   既習内容を使って、３の段の九九を作ることができる。 
３ 参観のポイント 
 ○ 既習内容を振り返ることにより、課題解決の見通しを持てるようにする。 
 ○ ３ずつ増えていくことを把握しにくい児童には、おはじきやアレイ図を準備し操作させることにより、 

場面を把握しながら答えを求めることができるようにする。 
 ○ ３×４まで構成したところで、友達と互いの考えについて交流させることにより、他の考え方のよさ 

にも気づかせ、後半は自分が分かりやすいと思う方法で取り組むことができるようにする。 
 
４ 指導過程 
          学習活動・内容 時間    ある児童の学びの実際 支援の意図と気づき 

１．本時の課題をとらえる。 

 (1) 問題文を読み、立式する。 

  ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

１５ 

 (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 (7) 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

  ５ 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
    

    

    

    

    

〈〈〈〈数数数数ええええ方方方方〉〉〉〉    

 プリンを３個書いてから囲んでみ 

よう！（（（（図図図図はははは数数数数えるためのえるためのえるためのえるための手段手段手段手段）））） 

 
 

 

 

 

 

「図作戦でやりました。３×１は  

 ３のまとまりが１こだから・・」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 １パックに３こずつ入っているプリンが、

□パックあります。 

 プリンは、ぜんぶでなんこですか。 

 

 

 

 式 ３×１，３×２，３×３，３×４ 

 

 (2) 課題をつかむ。 

 

 

 学しゅうしたことをつかって 

 ３のだんの九九を作ろう。 

 

 

 

２．前時までの学習を振り返り、学習の見通しを 

持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．課題を解決し、考えを交流する。 

 (1) 自分の考えた方法で、３×４までの答えを 

求める。 

    ・アレイ図を使って求める。 

  ・おはじきを操作して求める。 

  ・図を描いて求める。【図作戦］ 

  ・３ずつ増えるので、３＋３＋… 

【前たし算作戦】 

  ・前の答えに３をたしていく。 

            【長たし算作戦】 

 (2) ペアで自分のやり方を話す。 

    ・「３×２は、３のまとまりが２つ分だから 

・・・・」 

 

 

 

 

 

 

図作戦で 

や っ て み

るぞ！！ 

ブンタ君がで

てきたぞ、か

け算だな。 

今日は３の段について 

勉強するんだな。 

・Ａ君に数のまとまりを

理解してもらうにはど

うしたらいいのだろう。 

・ペアで話すには話し方

もあった方がいいかな。 

別紙資料 1 
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４． 全体でそれぞれの考え方を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．自分が分かりやすいと思う方法で、続きの答

えを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時のまとめをし、学習感想を書く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先生はそう言うけど数えるに

は３つずつ書いてから囲んだ

方が全部の数が確認しやすい

んだよ。 

×４まではできた！ 

あれ、×６，×８は数が合わな

いぞ、あっ、数えてみると多

く書いちゃったな。 

 まてよまてよまてよまてよ、、、、××××９９９９はははは３３３３のまとまのまとまのまとまのまとま

りをりをりをりを一一一一つのつのつのつの○○○○としてそれをとしてそれをとしてそれをとしてそれを９９９９

ここここ書書書書けばいいんだなけばいいんだなけばいいんだなけばいいんだな、、、、 

ウン、ウン 

×６は３のまとまり

を１個多く、×８は

２個多く書いている

が自分で気づいて消

しているな。 

オッ！×９では３の

まとまりを先に９個

書いているぞ、しか

も×８と比べて階段

状になっているでは

ないか！ 

 

よし、よし 

×４まではでき

ているようだな。

できているなら

長たし算もチャ

レンジしてはど

うかな？ 

×８までは 

○ 

○を書いてから 

○ 

 

×９は 

 

を書いてから 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

消した跡 

別紙資料２  
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調査研究

本稿では結果および考察を中心に述べます｡各調査結果の詳細については､当センターの

ページ上に掲載します。Web

Web http://www.special-center.fks.ed.jp/福島県養護教育センター ページ

幼稚園等における特別支援教育の現状と課題に関する調査Ⅰ

はじめにはじめにはじめにはじめに

近年、障がいのある子どもについては、早期から発達段階に応じて一貫した支援を行ってい

くことが重要とされている。また、平成 年の学校教育法一部改正にともなう特別支援教育19

の本格的な導入により、幼稚園においても特別な支援を要する幼児への適切な教育が義務づけ

られた。これにより、全国的にも特別支援教育コーディネーターの指名や園内委員会の設置な

。 、 （ ）ど支援体制の整備が始まっている これにともない本県でも 学校教育審議会の最終答申 2009

を受け、第 次福島県総合教育計画の中で、幼稚園、保育所（園 、認定子ども園（以下、幼6 ）

稚園等と表記する）における特別支援教育の充実に向けた基本的な方向性が示された。

しかし、平成 年度の文部科学省による体制整備調査の結果から、幼稚園の特別支援教育21

の体制整備は小・中・高等学校に比べて遅れているという現状が指摘された。また、同調査に

おいて、本県の公立幼稚園では 「特別支援教育コーディネーターの設置」や「専門家チーム、

の活用」では全国平均をやや上回ったが 「園内委員会の設置」や「教員研修の受講状況」等、

の項目において全国平均を大きく下回った。更に 「個別の指導計画の作成」や「個別の教育、

支援計画の作成」では全国平均の約半分という結果が明らかになり、幼稚園等における特別支

援教育の推進が喫緊の課題となっている。

こうした状況を踏まえ、当センターでは、就学前の特別支援教育の現状と課題を明らかにす

るとともに、その結果を今後の特別支援教育の体制整備や教職員研修等に役立てるための基礎

、 。的な資料を得ることを目的として 福島県内全ての公私立の幼稚園等を対象に調査を実施した

調査概要調査概要調査概要調査概要

１ 調査対象

673県内の公立幼稚園 公立保育所 園 私立幼稚園 私立保育所 園 認定子ども園 計、 （ ）、 、 （ ）、 （

園）の園（所）長、特別支援教育コーディネーター（または特別支援教育コーディネーター的

な役割を果たしている教員 、 歳児担任、支援員（ 歳児担当が在籍する場合のみ）） 5 5

２ 調査方法

それぞれの園に質問用紙を配付し、後日回答を送付してもらった。

３ 調査内容

、 、 、 、 、自園の現状と今後の展望 園内の体制づくり 園内研修会 保護者支援 関係機関との連携

特別支援学校のセンター的機能、個別の指導計画・支援計画について、等

年 月～ 月４ 調査時期 2010 9 11

５ 回収率

調査用紙は 園に配付し、 園から回収した。回収率は ％であった。公私立別の回673 441 66

収率を表 に示した。回収率が最も高いのは、公立幼稚園で ％であった。1 82

表1 公私立別回収率

公立幼稚園 私立幼稚園 公立保育所(園) 私立保育所(園) 合 計

201 151 207 114 673配付数

165 72 147 57 441回答数

回収率 ％ ％ ％ ％ ％82 48 71 50 66



27

結果結果結果結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察

１ 幼稚園等の現状

フェイスシートによれば、回答のあった幼稚園等に在籍する 歳児のうち、障がいのあるな5

。 、しにかかわらず特別な支援が必要な幼児が ％在籍しているこことが明らかになった また4.8

園長の回答によれば、入園前に障害があると分かっている幼児をほとんどの園で受け入れてお

り、その場合には、保護者や保健師と情報を交換するなど園が自ら積極的に情報を集めている

。 、 、 「 」実態が読み取れた また このような状況を受け止める担任側も 自らの 個に応じた指導力

「保育の質」の向上はもとより 「教員・保育士自身の特別支援教育への理解促進」が必要と、

感じている 「特別支援教育を意識している」と回答した園長が約 割という結果になったこ。 8

ととも併せて、園内にいる特別な支援を必要とする幼児への支援を行うために、特別支援教育

を推進していく必要性を感じているという幼稚園等の現状がうかがえる。

２ 園内支援体制

（１）特別支援教育コーディネーターについて

特別支援教育コーディネーターの回答によれば、 年以上という経験の長いコーディネータ5

ーが全体の約 分の を占めるが、経験が１、２年というコーディネーターは約 割であり、3 1 4

経験の浅いコーディネーターも少なくない。また 「園内においてコーディネーターの役割が、

理解されている」との回答が 割を超えたことから、コーディネーターの経験年数に差はある7

、 。、 、ものの 園内においてコーディネーターの役割は認識されつつあることがうかがえる また

コーディネーターが園内で実際に取り組んでいる活動として「担任への支援」が 割を超え、8

自ら研修会に参加しているコーディネーターも 割であった。コーディネーターは、自分自身7

の専門性を高めながら、園内で担任をサポートしていることがうかがえる 。（図1）

図1 園内で実際に取り組んでいる活動（コーディネーター）

（２）園内研修について

コーディネーターの回答によれば、園内研修を計画している園は 割を超えた。また、実施7

している園の研修の内容としては 「障がいの理解と対応」が最も多かった。、

さらに、担任が一番困っていることとして「適切な支援が分からない」という回答が多かっ

た。そして、担任が研修したい内容として「障がいの理解と対応 「保護者との連携」が高か」

った。これらのことから、担任が求めているのは、一般的な障がいに関する知識を学ぶ研修と

いうよりは、目の前にいる幼児に対して具体的にどう理解し、どう支援していくのか考える研

修をしたいと感じていることが推察される。園内研修は園だけに任せるのではなく、どの関係

機関に相談すればよいのか等の情報を、園長やコーディネーターに伝えていく必要がある。

（３）園内委員会について

コーディネーターの回答によれば、定期的に「園内委員会」を実施しているのはわずか 割1

に満たなかった。しかし 「園内委員会」という名称ではないものの、話し合う場を設けてい、

る園を含めると、全体の約 割が特別な支援が必要な幼児について話し合う時間を設けている8

ことが明らかになった。
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また、園内委員会で話し合われている内容は 「対象となる幼児の実態把握」や「具体的な、

支援策 「保護者との連携・支援」などが挙げられた。これらは、前述した園内研修の内容と」、

も合致していた。このことからも、幼稚園等では 「幼児の実態把握と支援策づくり」と「保、

護者との連携」の二つに関して、必要性も関心も高いということがうかがわれる。今後は、コ

ーディネーターを中心とした有効な園内委員会の持ち方について、実践している園から情報を

得るなどして、計画的に進めていく必要がある。

３ 保護者との連携

昨年度実施した小・中学校向けのアンケート調査（福島県養護教育センター， ）では、2009

「 」特別支援教育コーディネーターが実際に取り組んでいる活動として 保護者に対する相談窓口

という回答が約 割であった。一方、今回の幼稚園等のコーディネーターの回答では 「保護3 、

者に対する相談窓口」がその 倍以上の約 割であった。このことから幼稚園等では、コーデ2 7

ィネーターは保護者との密接な関わりを大切にしながら、相談窓口として重要な役割を果たし

ているということがいえる。一方、コーディネーターとして困難さを感じたこととして「保護

者との連携」や「保護者の特別支援教育の理解促進」が上位であった。

これらのことから、幼稚園等においては、小・中学校以上に保護者との連携はなくてはなら

ないものであり、大きな課題であることが分かる。研修内容とも関連づけながら、保護者との

連携や、他の保護者への理解啓発を図っていく必要がある。

４ 関係機関との連携

（１）連携している関係機関について

コーディネーターの回答からは、連携している機関（人）として「保健師」が一番多く挙げ

られた。幼稚園等では、入園に際し、乳幼児検診の結果などの情報を持つ保健師とのつながり

が深いことが分かる。次に多かったのは「小学校 「市町村教育委員会」であった。就学に関」、

して連携する機会が多いと推察できる。また、担任の相談する相手として「保健師」や「巡回

」 、 。相談員 という回答もそれぞれ 割程度あり 必要に応じて担任も外部との連携も図っている3

（２）特別支援学校のセンター的機能について

コーディネーターの回答からは、センター的機能について知ってはいるが活用となるとなか

なか難しい現状がうかがえる。コーディネーターによる「活用した内容」や「特別支援学校へ

期待すること」に関する回答の結果から、特別支援学校に求めるニーズは 「教員・保育士へ、

の支援」であることが分かった。また、担任や支援員も 「具体的な障がいの理解と対応 「具、 」

体的なかかわり方や支援策」に関する研修のニーズが高かった。このことから、園が今困って

いることを相談できる機関として、特別支援学校のセンター的機能の発揮が期待される。

５ 支援員の活用

支援員の回答によれば、保育士等の資格を持っている支援員は 割を超えるものの、経験年8

数が１， 年と短い支援員が半数以上である。また、支援員は特定の幼児につきっきりという2

1場合と 集団全体に関わって支援している場合があるということがわかった 場合によっては、 。 、

人で 人以上を担当している支援員もおり、園の中で担う役割の大きさがうかがえる。3

支援員を有効に活用するためには、担任との連携は不可欠である。支援員がいる学級の担任

に、打ち合わせをする方法を尋ねたところ 「毎日ではないが必要に応じて時間を設け打ち合、

わせをしている」との回答と「活動の際に支援・援助して欲しい内容を指示している」という

回答を併せると 割を超えた。このことから、時間がない中でも担任と支援員が共通理解を持8

って支援を進めていこうという意識があるといえる。

支援員による支援は 「幼児が他の幼児とかかわりが持てるように 「活動の見通しが持てる、 」

ように」などに配慮しながら行われている。しかし、支援員として一番困っていることは「適

切な支援が分からない」が最も多く、幼児の実態を把握し適切な支援をするための研修が必要

。 、 。と感じている 支援員の研修会は 支援員を雇用している市町村や園が独自で行う場合が多い

だが、全体の３分の１は研修会の参加経験がなかった。このように、支援員に対する研修はま

。 、 、だまだ十分とはいえない現状にある 今後は 貴重な人的リソースを有効に活用するためにも

園内外での研修を含めた支援員へのサポートも重要である。
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６ 個別の支援計画・個別の指導計画の作成

園長の回答によれば 「保護者との連携・相談」の内容として 「日々の様子を伝える 「支、 、 」

援の方法を話し合う」等が多く挙げられ、充実しているといえるが、個別の支援計画の作成ま

でには至っていない現状がうかがえる。また、担任の回答でも、特別な支援が必要な幼児に具

体的に配慮していることとして 「個別に声をかける 「活動の見通しが持てるような予告やモ、 」

デルの提示をする」や「記録を取るなど実態を把握するようにしている」などが挙げられた。

このことから、担任が細やかな支援を行っている様子がうかがわれる。しかし、一方で、担任

「 」 。も支援員も一番困っていることとして 適切な支援が分からないこと が最も多く挙げられた

、 、 、 、つまり 担任や支援員は特別な支援が必要な幼児に対して 個別に声をかけ 実態の把握をし

記録を取っているにも関わらず、適切な支援に結びついていない現状があるといえる。

このような現状を打開するために重要なのが、個別の支援計画や個別の指導計画を活用する

ことである。本調査の結果から 「更なる充実のために必要な研修」として「個別の支援計画、

や指導計画の作成と活用」を挙げた担任は全体の 分の 程度であった。また、就学する際に5 1

個別の支援計画や個別の指導計画を小学校に引き継ぐという園長の回答も ％であった。7

一方、個別の支援計画を作成している園は 「日々の保育」や「複数の保育担当者との共通、

理解を図る」ために活用するという意見が多く、チームによる園内支援、保護者や関係機関と

の連携のために有効に活用されていることが分かる 。これは園内外の支援体制が整った（図2）

。 、 、理想的な形といえる このように 個別の支援計画・指導計画を活用している園の実践を広め

その意義・役割等について、適切に認識されていく必要があると考える。

図2 個別の支援計画をどのように活用しているか（コーディネーター）

おわりにおわりにおわりにおわりに

幼稚園等における特別支援教育は、特別な支援を必要とする幼児への支援や、保護者への支

援を中心に進められてきたことが明らかになった。早期支援の重要性が注目されている昨今、

幼稚園等はある意味特別支援教育の最前線ともいえよう。教員や保育士が、目の前の子どもや

保護者に向き合う、その真摯な日々の営みが本県の就学前の特別支援教育を支えているといっ

ても過言ではない。

しかし一方で、園内委員会や個別の支援計画・指導計画の作成・活用などの意義が認識され

ていない現状も明らかになった。個別の支援計画や個別の指導計画を「作成すること」を目標

とするのではなく、地域で共に生きる子どもの将来を見据え 「課題や成長を明らかにするた、

めに活用していく」という意識の転換が必要になってくるだろう。しかし、園だけでできるこ

とには限界がある。個別の支援計画を作成する過程を通して、幼児にかかわる人や機関がチー

ムとなり、園で積み重ねてきた支援を小学校へつなぎ、地域のリソースを有機的に機能させて

いくことが望ましい。今後は、継続的に園を支えることができるような地域に根ざした支援体

制の構築が望まれる。

そのために当センターでも、本調査で明らかになったニーズに合わせ、幼稚園等を対象とし

た研修や特別支援学校のセンター的機能を活用してもらうような研修の充実を図りたい。そし

、 。て地域が主体となって実施する研修や体制整備への協力など 積極的にサポートしていきたい
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調査研究調査研究調査研究調査研究

特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校におけるにおけるにおけるにおける教育教育教育教育のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題にににに関関関関するするするする調査調査調査調査

はじめにはじめにはじめにはじめに

福島県学校教育審議会（平成２１年９月１８日付け）の最終答申を受け、第６次福島県総合

教育計画の中に 「地域で共に学び、共に生きる教育」の推進が施策として位置づけられた。、

これを受けて、特別支援学校は、地域の小、中、高等学校等の支援に当たるセンター機能の充

実が求められている。また、特別支援学校に在学する児童生徒の障がいの重度・重複化が進ん

でおり、その半数近くの児童生徒はその障がいが重複していることが指摘されており、これま

で以上に、各学校は様々な障がいを持つ幼児、児童生徒に対する適切な指導を行っていく必要

性が高まっている。

重度・重複障がいのある幼児、児童生徒の教育の現状について、任ら( )は、その研究動2009

向から明らかにしようとし、研究報告の中で多く扱われているものとして自立活動と実態把握

･評価をあげており、具体的な内容は両者ともコミュニケーションに関したものであると報告

している。また、自閉症のある幼児、児童生徒の教育の現状について、小塩ら（ ）は、盲2005

･聾･養護学校に在籍する幼児、児童生徒の中で４人に１人は自閉症の疑いがあることを報告し

ている。また、小塩ら( )は、自閉症のある幼児、児童生徒の教育について、①知的障がい2006

と自閉症は全く異なる障がいであるという認識を持つことや具体的な指導例を提案している。

全国的に見た重度・重複障がい及び自閉症のある幼児、児童生徒の教育の現状と課題が示され

ており、より効果的な指導内容や指導方法を明らかにすることが求められている。

そこで、特殊教育から特別支援教育に転換しているこの時期に、本県の特別支援学校に在籍

している重度・重複障がいおよび自閉症のある幼児、児童生徒の教育の現状に関する調査を通

して、本県の現状と課題を明らかにすることは意義のあることである。併せて、特別支援学校

（ ） 。の指導の充実及び教職員研修 研修講座 改善のための基礎的な資料を得ることを目的とする

調査概要調査概要調査概要調査概要

１１１１ 内容内容内容内容････方法方法方法方法

各学校に質問用紙を配布し、後日回答をメールで送付してもらった。

２２２２ 対 象対 象対 象対 象

県内の県立特別支援学校本校及び分校の学部主事(教務主任)、重度･重複障害のある幼児児

童生徒の担任及び担任外の教師、自閉症のある児童生徒の担任及び担任外の教師

３３３３ 調査内容調査内容調査内容調査内容

・フェースシート：特別支援学校本校及び分校

・調査票Ⅰ：学部主事(教務主任)

・調査票Ⅱ：重度･重複障がいのある幼児児童生徒の担任、自閉症のある幼児児童生徒の担任

・調査票Ⅲ：重度･重複障がいのある幼児児童生徒の担任外、自閉症のある幼児児童生徒．担任外の教師

平成２２年９月～１１月４４４４ 調査期間調査期間調査期間調査期間

１００％５５５５ 回収率回収率回収率回収率

（学部別）６６６６ 回答者内訳回答者内訳回答者内訳回答者内訳

学部主事（教務主任） 学級担任 担任外

小 中 高 全 小 中 高 全 小 中 高 全

16 15 13 44 121 79 95 295 92 62 122 274自閉症

10 8 9 27 39 20 29 88 35 19 30 84重度重複
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１ 重度・重複障がいのある児童生徒の教育の現状と課題に関する調査について

(1) 教育の現状及び教育課程編成・指導計画作成について（学部主事のみによる回答）

重度･重複障がい教育の現状として 「うまくいっている」との回答がほとんど（74％）であ、

った 「教育課程の編成」に関しても約９割が適切であると回答している。ただ 「実態に応じ。 、

た指導計画が適切に設定されているか」の問いに対して 「もう少し改善が必要である 「さら、 」

なる改善が必要である」と回答した割合が「教育課程の編成」の項目より大きく増えてきてい

る（11％→41％）ことから、実際の指導内容の選定や段階的な配列、指導方法の選択など、具

体的な指導計画作成に関して、学部の課題としてとらえていることがうかがわれる。

(2) 個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成と活用について

① 実態把握の方法について（学級担任・担任外による回答）

実態把握にあたって、アセスメントやチェックリスト等を利用しているとの回答がその他の

項目に比べてかなり少なくなっている。保護者や関係機関からの情報や行動観察、引継ぎ等で

得られた情報などは、必要不可欠なものであると考えられるが、児童生徒の実態をある程度客

観的にとらえる上で、アセスメントやチェックリスト等の活用は必要であると考える。

実際に使われているアセスメントとして多かったのは、遠城寺式の発達検査やS-M社会生活

能力検査であった。これらのアセスメントに加えて、例えば、ものの見え方について正確にア

セスメントすることやコミュニケーションについても様々な側面から実態をとらえ直すことな

、 、 。ど 授業改善につながる新たな視点をもつ 取り入れていくことはとても重要であると考える

今後、重度･重複障がい教育を行う上で有用なアセスメント等について、当センターとして、

各学校に情報提供していきたい。

② 中心的な課題の設定について（学部主事・学級担任・担任外による回答）

課題の設定にあたっては、学部主事と担任、担任外の教員の「児童生徒の中心的な課題の設

定」の在り方について相違がみられる。学部主事は、教師集団が協働して策定していると考え

ているが、担任、担任外の教員は、担任のみ、あるいはＴＴ間のみで策定していると回答して

いる割合が多い。担任による回答では、36％が担任が設定していると回答している。実際の課

（図１）題設定にあたって、複数の教師による話し合いができにくい現状がうかがえる。

（ ） （ ） （ ）＜学部主事＞ 人 ＜学級担任＞ 人 ＜担任外＞ 人

ア 担任が設定している イ ＴＴ間で話し合って設定している

中心的な課題についての話し合いは行っていないウ 校内のケース会議等で設定する エ

オ その他

図１ 課題設定の方法

課題を設定する上で重要な点については学部主事、担任、担任外ともに同じ傾向であった。

また、３者ともに 「保護者の希望や考え」を重要視しており、個別の教育支援計画、個別の、

指導計画を策定する上で保護者の参画が大きなウエイトを占めていることがわかる。学級担任

の結果においては 「本人の希望や考え」が２番目に多く回答されており、重度・重複障がい、

、 、のある本人の思いを尊重する姿勢がうかがわれ 機能や障がいばかりに目を向けるのではなく

ＩＣＦの視点を踏まえる意味でも、本人の意欲や考えを大切にしたいところである。

設定された課題が適切どうかの問いに対しては、３者とも課題設定について「適切である」

または「ほぼ適切である」と回答している。ただ、学級担任のみ 「適切であるか不安に感じ、
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る」と回答する割合が３割近くあり、学部主事等の回答よりかなり多い割合になっている。課

題の設定に関する質問項目において、担任一人で設定している割合もかなり多いとの結果もあ

(図２)り、学部主事や担任外の教師に比べて、課題設定への不安が大きいものと考えられる。

＜学部主事＞ （人） ＜学級担任＞ （人） ＜担任外＞ （人）

ア 適切であると感じる イ ほぼ適切であると感じる ウ 適切であるか不安に感じる

図２ 設定された課題は適切か

③ 個別の事例検討会について（学級担任による回答）

個別の事例検討会の開催の状況について、すべての幼児児童生徒に実施している割合は59％

であった 「人数等を決めて児童生徒を抽出して実施」や「必要がある児童生徒のみについて。

実施」している学校も16％であり、これらを含めると回答の75％が個別の事例検討会を実施し

ており、個別の指導計画作成につなげていることが分かった。

このように、多くの学部で個別の事例検討会を実施しているが、すべての幼児児童生徒には

実施できない現状がある。しかしながら、特に、重度・重複障がいのある幼児児童生徒につい

ては、担任一人の目ではなく、課題設定や指導内容の選定、具体的な指導方法等について、関

係する複数の教師によって話し合いを行うことは非常に重要なことである。

また、事例検討会の運営に関して、話し合う内容が明確にされていないという回答が最も多

かった 事例検討会で何を話し合うのかを明らかにした上で会を進めることで、効率。（図３）

的な運営にもつながるものと思われる。また、話し合われている内容についても 「児童生徒、

の実態に関する情報交換」が最も多かった。情報交換のみにとどまらず、課題や授業の改善に

つながる内容が協議されることが望ましいと考えられるので、今後、事例検討会の内容や効率

的な運営の仕方も含めて、特別支援学校に提案していきたい。

（人）

ア 話しやすい雰囲気づくり

イ 時間の確保

ウ 話し合う内容の明確化

エ メンバー構成・人数

オ 教員の専門知識

カ その他

図３ 事例検討会の運営

(3) 自立活動について（学級担任、担任外による回答）

具体的な指導内容を設定するときに難しいと感じることについては、両者とも「児童生徒の

主体的な活動となるように設定すること」が最も多かった。活動が受け身になりがちな重度・

重複障がいのある児童生徒にとって、主体的な活動をどう設定したらよいかが課題としてとら

えられており、自立活動の指導を進める上でとても大切な視点である。

(4) 医療的ケアについて（学部主事、学級担任、担任外による回答)

看護師の授業や事例検討会への参加について、学部主事によると、常に授業にかかわれる看

護師の割合は26％であり、授業にかかわることができにくい現状があるといえる。また、事例
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検討会や考察会等への参加についても、約７割が参加が難しいと回答している。

常時医療的ケアの必要な児童生徒の指導に関する課題については、３者とも「意思の表出が

読み取りにくく、コミュニケーションに困難さがある」に最も多く回答している 「医療的ケ。

、 」「 、アに時間がかかり 必要な指導の時間が十分にとれない 体調不良等で欠席をすること多く

指導の時間を確保できない」など健康面での課題も相当数あげられている。自立活動の時間の

（図４）指導が難しい項目としても 「コミュニケーションの基礎的能力」があげられている、 。

＜３者の合計＞

ア 医療的ケアに時間がかかり、必要な

指導の時間が十分にとれない

イ 体調不良等で欠席することが多く、指

導の時間を確保できない

ウ 実態把握が難しく、適切な指導ができ

にくい

エ 意思の表出が読み取りにくく、コミュ

ニケーションに困難さがある

オ その他

図４ 常時医療的ケアの必要な児童生徒の指導上の課題

これらの結果を踏まえ、指導面においては、コミュニケーションの困難さに対して、アプロ

ーチをしていくことがまず必要であろう。意思の表出が読み取りにくいことで、例えば、児童

生徒からの「吸引してほしい 「姿勢を変えてほしい」などのメッセージを逃してしまうこと」

。 、 、もある 教師が児童生徒の気持ちに的確に応えることで 安心感や信頼感につながるのであり

児童生徒の思いをできるだけ的確にくみ取る力が教師に求められている。

また、医療的ケアは教育活動の中で行われる医行為であることを踏まえた上で、その実施に

あたって、機械的な対応ではなく、事前に吸引等の予告をしたり、排痰しやすい姿勢をつくる

など、授業の中で自然に行われることが大切である。そのためにも、お互いの専門性を発揮し

ながら、教師や看護師が協働して、授業実践や授業づくりのプロセスにかかわることが重要で

あると考える。

(5) 指導充実を図るための教職員研修について（学部主事・学級担任・担任外による回答）

学部主事、学級担任、担任外とも「具体的な指導方法（摂食や姿勢、コミュニケーションな

どの指導 」についての研修が必要であると回答している数が最も多かった。教師の多くが、）

実際的な指導の仕方について関心が集中していると判断できる 「実態把握やアセスメントの。

方法」についての研修ニーズも２番目に多い 「個別の教育支援計画や個別の指導計画の活用。

（授業に生かす視点 」については、特に学部主事がその必要性を強く感じており、実態把握）

から授業までの一連のプロセスにかかわる幅広い研修が必要であることが示唆された。

(6) まとめ

以上の結果から、的確な課題設定の難しさや学級担任の課題設定に対する不安、複数の教師

等の話し合いによる個別の事例検討会が実施しにくいなどの課題が明らかになった。これらの

課題解決のための取り組みはすべて、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成・活用につ

ながるものであり、そのために、個別の事例検討会を機能させることが必要である。具体的に

は、全体像の把握につながるアセスメントや新たな視点を提供すること、事例検討会の中で、

複数の教師集団で、課題設定や指導内容の選定、具体的な指導方法等、児童生徒の総合的な理

、 。 、解 授業改善につながる内容を取り上げることなどが必要であることなどを示してきた また

校内研究や研修へ位置づけるなど、事例検討会を機能させるための校内体制の在り方などにつ

いてもあわせて考える必要がある。

今後、次年度の専門研修講座やプロジェクト研究等を通して、特別支援学校に具体的な提案

をしていきたいと考えている。
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２ 特別支援学校における自閉症のある児童生徒の教育の現状と課題に関する調査

(1) 自閉症のある幼児、児童生徒の教育の現状

本県の特別支援学校に在籍している自閉症のある幼児、児童生徒の割合は ％であり、内30.4

訳としては、幼稚部 ％、小学部 ％、中学部 ％、高等部 ％、専攻科 ％であっ0 35.1 39.7 22.3 0

た。知的障がい養護学校だけを見ていくと、自閉症のある児童生徒の占める割合は であ39.4%

り、その内訳は、小学部 ％、中学部 ％、高等部 ％であり、他の障がい種の支援50.8 54.4 26.5

学校に比べて多くの自閉症のある児童、生徒が就学していることがわかる。

また、すべての特別支援学校は、自閉症に特化した教育課程を編成しておらず、意図して自

閉症のある児童生徒だけの学級編制もしていないという結果であった。

平成２２年度の独立行政法人国立特別支援教育総合研究所が行った全国調査の結果(速報)で

は、小学部(小学部４学年) ％、中学部(中学部２学年) ％であった。この結果と本県の29.4 21.6

自閉症のある幼児、児童生徒の占める割合を比較すると、小学部、中学部ともに高く、特に、

。 、中学部は ％以上高い結果になっている 限られた学年だけの調査結果との比較ではあるが10

本県の特別支援学校においては、自閉症のある児童生徒に対して適切な指導や支援を行う必要

が高いといえる。

(2) 調査内容

調査の内容は、 )自閉症教育の現状、 )教育課程の編成や年間指導計画の作成、 )個別の教1 2 3

育支援計画や個別の指導計画作成、 )自立活動の指導、 )個別の指導場面、 )自閉症の障がい4 5 6

特性、 )研修体制 とした。7

(3) 結果および考察

① 学部主事の回答から

自閉症教育の現状について、 ％の学部主事はうまくいっていると回答している。うまくい55

っている理由として 「個々の教員の指導力の向上 「保護者の理解と協力 「学部や学校全、 」、 」、

体での理解や取り組みの実施 「個別の支援計画や個別の指導計画の活用」をあげている。」、

また 「自閉症に特化した教育課程を編成していない 「意図して自閉症のある児童生徒だ、 」、

けで学級編制をしていない」という結果とともに 「日々の指導に直結する年間指導計画につ、

いては改善を求めていること」から、特別支援学校の多くは、自閉症に対応した教育課程を編

成するといった大枠よりは具体的な指導の在り方を問題にしており、自閉症のある児童生徒に

対する具体的な指導方法を改善することを求めていると考えられる。

② 個別の事例検討会について

「設定された課題は適切か」の設問について、学部主事、 担任、担任外の教師の 以上70%

が課題設定については適切であると回答している。

「児童生徒の中心的な課題の設定」の方法については、学部主事(教務主任)と担任、担任外

の教員に考えの相違がみられる。学部主事(教務主任)は、教師集団が協働して作成していると

いう回答が多いが、担任、担任外の教員は、担任のみ、あるいはＴＴ間のみで策定していると

いう回答が多い。この結果から、担任だけで設定していることが少なくないと考えられる。

また、課題解決に向けた具体的な指導内容の設定の難しい点として 「いくつかの必要な指、

導項目を関連させて具体的な指導内容を設定すること 「幼児児童生徒の主体的な活動になる」、

よう設定すること 「学校全体を通した指導の中で計画的にし指導をすること」が多く回答さ」、

れており、具体的な指導場面での指導の困難さが解消されていないと考える。

個別の事例検討会の内容(図１)については「児童生徒の実態に関する情報交換」が多く、運

営(図２)についても「話し合う内容が明確になっていない」という意見も多い。また、中心的

、な課題設定の方法(図３)についても担任もしくはＴＴだけで決めていることが多いことから
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教員が協働して課題設定やその解決に向けた十分な検討がなされているとは言い難い状況にあ

る。以上の結果から、担任にかかる負担が大きく、担任を支える仕組みを作る必要性が高い。

(人)

図１ 事例検討会で話し合われている内容(担任の回答)

(人)

図２ 事例検討会の運営(担任の回答)

(人)

図３ 中心的な課題設定の方法(担任の回答)

そこで、個別の事例検討会を活性化し、児童生徒一人一人の課題やその背景を明確にして、

課題や背景を押さえた目標を設定したり、目標達成のための指導内容や方法を明確にしたりし

て、有効な協議にしていくことが大切である。また、個別の事例検討会の参加者についても、

児童生徒の状況を把握している該当学年の教師で構成するなどが重要である。その結果に基づ

いて、担任が保護者をはじめとした関係者と協議していくことが必要である。

③ 指導の実際について

自立活動の時間の有無については、 ％の教師が自立活動の時間を設けていると回答してい51

。 、 （ ）る また ％の教師が教科等の指導の中でも個別指導の時間 自立活動の時間の指導を含む61

を設けているという回答から、個別指導の時間の必要性が高いことがわかった。

自立活動の指導内容は、生活リズムや生活習慣の形成、状況の理解と変化への対応、コミュ

ニケーションの基礎的能力など自閉症の特性に対応したものである。教科等の指導内容は、教

科以前の内容や一人でできる課題、作業スキルなど自立活動とは異なるものであった。自立活
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動を踏まえた上で教科の内容等を指導しやすいよう個別での指導形態を取っていることが推測

できる また 自閉症の障がい特性に配慮していることについては 視覚的な情報処理 意。 、 、「 」、「

思伝達の質的な困難 「対人的相互関係の質的な困難」といった項目を多く選んでいることか」、

ら、自閉症のある児童生徒に見られる一般的な特性そのものは指導内容としていないが、それ

らの特性に十分に配慮しながら指導を進めていると推測できる。

しかし、実際の指導に関しては、多くの教師が、具体的な指導内容を設定したり、児童生徒

の主体的な活動を組み立てたり、計画的に指導を行ったりすることに難しさを感じている。こ

れは、自閉症のある児童生徒に対する指導の効果をあげるためには特定の時間で指導するだけ

ではなく、同様の配慮を学校の全教育活動の中でしていく必要性を感じているからと言える。

④ 個別の教育支援計画や個別の指導計画の活用について

個別の教育支援計画は、児童生徒一人一人のニーズを把握し、長期的な視点で乳幼児期から

学校卒業後までを通じて、一貫して的確な支援を行うことを目的とするもので、関係者間で児

童生徒の実態や支援内容について共通理解を図ったりするなど、学校や関係機関における適切

な指導や必要な支援に生かすことができるものである。この計画を作成する中で、幼児、児童

生徒個々の課題やその課題の要因を明確にすることによって、個々のニーズが明らかにでき、

すべての支援の核になるものである。

個別の指導計画は、教育課程の実施に伴って各教科等の目標、指導内容･方法を個別に設定

し、それに基づいて指導や評価を個別に行うもので、個別の指導計画は、各教職員の共通の理

解の下に、一人一人に応じた指導を進めるものである。また、個別の教育支援計画や個別の指

導計画は、担任やＴＴだけで作成するのではなく、児童生徒に関係するものが協働して、課題

や指導(支援)内容，指導方法を考えることで、児童生徒の指導の在り方を共通に理解すること

ができる。そして、その結果、効果的な支援が多くの場で可能になり、指導の効果を上げる有

効なツールとして機能させることができる。

⑤ 指導の充実について

指導の充実に向けての研修内容では、学部主事は、個別の教育支援計画や個別の指導計画に

関した研修の実施が多いが 担任及び担任外の教師は具体的な指導が多いことがわかった 個、 。「

」 「 」 、別の教育支援計画 や 個別の指導計画 が具体的な指導方法を支える基盤となるものであり

計画と具体的な指導方法が乖離したものではないことを確認していくことが大切である。そこ

で、各学校は 「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」が一貫した指導(支援)のツール、

となるように校内体制を整えていくことが必要であると考える。

また、指導充実のための指導体制については 「自閉症の特性を考慮した教育課程編成およ、

び学級編制」の選択は少ないが 「保護者との共通理解 「指導の目標や内容に応じた指導体、 」、

制 「学校や学部全体での環境設定」が高い割合で選ばれていることから、学校の全教育活動」、

の中で自閉症のある児童生徒を一律に扱うのではなく、児童生徒個々の特性を配慮した指導が

できる体制の構築を求めていると判断できる。今後 「自閉症のある児童生徒個々の特性を考、

慮した指導(支援)ができる体制の構築」について、研究を深めていかなければならない。

(4) まとめ

自閉症のある児童生徒に対する指導を改善するためには 「自閉症のある児童生徒個々の特、

性を考慮した指導(支援)ができる校内体制の構築」が必要であることが確認できた。実際の効

果的な指導を考える上で、自立活動の視点に立つこととともに、幼児、児童生徒一人一人の課

、 、題を明らかにして個々の特性を考慮した指導が実践できることが望まれるが 今回の結果から

個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成に課題を抱えていることがわかった。

そこで、特別支援学校においては、個別の教育支援計画や個別の指導計画を 「自閉症のあ、

る幼児、児童生徒個々の特性を考慮した指導(支援)の実施」を支えるツールとして機能させる

ことが求められている。そして、自閉症のある幼児、児童生徒個々の特性に応じた効果的な指

導が継続できるよう、年間指導計画や教育課程の改善といった検討の必要性について今回の調

査から見えてきた。



お わ り に 

 

県教育委員会の事業として特別支援教育総合推進事業（文部科学省委託事業）が市町村単位

で実施されております。プロジェクト研究も本事業の中で取り組んでおり、今年度で一つの節

目を迎えたところであります。 

いずれのプロジェクト研究においても、特別な支援を要する子どもさんが「地域で共に学び、

共に生きる教育」の実現に向けた先行的な取り組みで、プロジェクト研究Ⅰでは早期における

支援体制や小学校への移行を見定めた就学前の支援の在り方について、また、プロジェクト研

究Ⅱでは、小中学校における特別支援教育の理念の浸透と共に、障がいのある・なしに限定せ

ず、学級の全ての子ども・・・という観点から取り組んできた実践的研究です。 

プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱに共通するキーワードとしては、“集団と個”に集約できます。今回

の研究成果をかかわり手側の子ども理解、地域の支援体制整備、どの子もわかる・学びの授業

づくり等々に様々な角度から参考にしていただければと考えております。 

調査研究では、幼稚園等における特別支援教育と特別支援学校における教育の現状と課題に

ついて実施し、その結果分析について報告したところであります。調査依頼をお願いしました

県内の各園等や各学校には、慎重かつ熱心に御回答をいただきましたことに御礼申し上げます。

本調査を通して現場が抱える本質的な課題等について具体的に把握することができました。調

査結果は、次年度からの当センターの教職員研修事業等へつなげ、より一層事業効果を高めら

れるようにしていきたいと考えております。 

最後に、本紀要をまとめるにあたりましては、域内の関係機関の御協力のもと、直接協力い

ただきました保育所と小学校の関係者の方々には、心より厚く御礼と感謝を申し上げます。 

本研究が、地域の特別支援教育を推進しいく方々の一助になれば幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

            福島県養護教育センター 企画事業部長  斎 藤 秀 美 
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